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た
の
は
、
あ
る
程
度
の
歌
数
が
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
家
集
を
持
ち
、

多
く
の
歌
集
・
歌
書
に
引
用
さ
れ
、『
夫
木
』
流
入
の
過
程
の
腑
分
け
が
行
い

や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
に
よ
る
。

二　

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
集
と
人
丸
集

『
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
集
』
は
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
編
ん
だ
と
さ
れ
る
私
家
集

で
、
写
本
と
し
て
は
伝
わ
ら
ず
、『
萬
葉
集
』
に
「
右
一
首
柿
本
朝
臣
人
麻
呂

之
歌
集
出
」
と
い
っ
た
形
式
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
引
用
総
歌
数
の
認
定
に
は

諸
説
あ
り
、
短
歌
三
三
六
～
三
九
三
首
、
旋
頭
歌
三
十
五
首
、
長
歌
二
首
が
残

る
（『
和
歌
文
学
大
辞
典（

２
）』

に
拠
る
）。
一
方
『
人
丸
集
』
は
柿
本
人
麻
呂
の
家
集
と

し
て
、
平
安
期
に
編
纂
さ
れ
た
歌
集
で
、「
人
麿
集
」「
柿
本
集
」
な
ど
種
々
の

名
称
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
現
在
大
き
く
五
系
統
に
分
か
れ
る
。 

Ⅰ
一
類
本

①
書
陵
部
蔵
（
五
一
一
・
二
）
本
「
柿
本
人
丸
集
」
二
四
一
首　

②
書
陵
部
蔵
（
五
〇
六
・
八
）
本
「
柿
本
集
」
新
編
国
歌
大
観
底
本　

三

〇
一
首　

国
名
隠
題
歌
あ
り

Ⅱ
二
類
本　

③
書
陵
部
蔵
（
五
〇
一
・
四
七
）
本
「
柿
本
集
」
六
四
四
首　

国
名
隠
題

歌
あ
り

Ⅲ
三
類
本　

一　

は
じ
め
に

『
夫
木
和
歌
抄
』（
以
下
『
夫
木
』
と
略
称
す
る
）
は
、
一
三
〇
〇
首
余
り
の
萬

葉
歌
を
所
収
す
る
。
先
に
そ
の
う
ち
一
二
〇
首
の
長
歌
に
つ
い
て
考
察
し
、
非

仙
覚
本
系
統
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
萬
葉
集
古
写
本
と
異
な
る
訓
を
持
つ
と
い

う
結
論
を
得
た（

１
）

。
本
稿
で
は
、
残
る
短
歌
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

『
夫
木
』
所
収
短
歌
は
一
千
首
を
超
え
る
。
概
ね
萬
葉
集
古
写
本
に
依
拠
し

た
と
推
定
さ
れ
る
長
歌
と
異
な
り
、『
夫
木
』
以
前
に
多
く
の
歌
集
・
歌
書
に

所
収
さ
れ
、
そ
れ
を
典
拠
と
す
る
萬
葉
歌
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

萬
葉
歌
の
流
入
の
過
程
は
複
雑
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
短
歌
を
ひ
と

ま
と
め
に
し
て
考
察
を
加
え
て
も
、
有
効
な
結
論
を
見
出
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

短
歌
を
依
拠
し
た
文
献
に
よ
り
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相
応
し
い
処
理
の
仕
方

が
要
求
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
そ
の
第
一
段
階
と
し
て
作
者
名
を
「
人
麻
呂
・
人
麿
・
人
丸
」（
本

稿
で
は
『
夫
木
』
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
人
丸
」
を
用
い
る
）
と
す
る
歌
を
対
象
と
し
、

所
収
短
歌
の
特
質
の
一
端
を
討
究
す
る
。「
人
丸
」
関
係
の
短
歌
を
対
象
と
し

『
夫
木
和
歌
抄
』
所
収
萬
葉
歌
に
つ
い
て

　
　
　
―
人
丸
関
係
の
短
歌
を
中
心
に
―

 

樋
口　

百
合
子
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④
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
義
空
本　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
７
２ 

（
朝
日
新

聞
社　

二
〇
〇
四
）　
『
素
寂
本
私
家
集　

西
山
本
私
家
集
』
所
収
「
柿
本

人
麿
集　

義
空
本
」
七
六
六
首

Ⅳ
四
類
本

⑤
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
定
家
様
本　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
７
８
（
朝
日

新
聞
社　

二
〇
〇
五
）『
詞
林
采
葉
抄　

人
丸
集
』
所
収
「
人
丸
集
」
片

仮
名
書　

二
九
六
首

Ⅴ
五
類
本

⑥
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本　
『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊　

中
古
中
世

篇
６　

和
歌
Ⅲ
』（
汲
古
書
院　

二
〇
〇
八
）　
「
人
丸
集
」
一
四
五
首　

国
名
隠
題
歌
あ
り

『
新
編
私
家
集
大
成　

C
D
―
R
O
M
版
』（
エ
ム
ワ
イ
企
画　

二
〇
〇
八
）、池
原
陽
斉
・

藤
田
洋
治
・
朝
比
奈
英
夫
「『
萬
葉
集
』
及
び
『
人
麿
集
』
五
系
統
歌
番
号
対
校
表
―
附
・

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
人
丸
集
』
翻
刻
」『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
第
３
４
集
（
古
代
中

世
文
学
論
考
刊
行
会　

新
典
社　

二
〇
一
七
）
に
拠
る
。　

本
稿
で
は
『
萬
葉
集
』
に
引
用
さ
れ
た
歌
集
を
「「
柿
本
人
麻
呂
集
」、
平
安

期
成
立
の
家
集
を
「
人
丸
集
」
と
し
、「
人
丸
集
」
を
、
右
の
②
を
人
丸
集　

①
を
人
丸
集
Ⅰ　

③
を
人
丸
集
Ⅱ　

④
を
人
丸
集
Ⅲ　

⑤
を
人
丸
集
Ⅳ　

⑥
を

人
丸
集
Ⅴ
と
し
た
（
②
①
が
一
類
本　

③
が
二
類
本　

④
が
三
類
本　

⑤
が
四
類
本　

⑥

が
五
類
本
）。『
夫
木
』は
人
丸
歌
を
採
取
す
る
時
に
何
を
典
拠
と
し
た
の
か
、『
萬

葉
集
』
と
す
れ
ば
そ
の
『
萬
葉
集
』
は
ど
の
よ
う
な
写
本
で
あ
っ
た
の
か
、『
人

丸
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
私
家
集
及
び
私
撰
集
か
ら
の
引
用
で
あ
っ
た
の
か
、

ま
た
そ
の
特
質
は
長
歌
の
考
察
と
矛
盾
し
な
い
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
調

べ
た
こ
と
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
夫
木
』
所
収
の
作
者
名
が
「
人
麻
呂
・
人
麿
・
人
丸
」
と
記
さ
れ
て
い
る

歌
は
二
四
三
首
、
そ
こ
か
ら
長
歌
三
十
五
首
、
旋
頭
歌
九
首
を
除
く
短
歌
の
数

は
一
九
九
首
（
上
記
の
数
は
い
ず
れ
も
重
出
歌
を
含
む
）
で
あ
り
、
こ
れ
を
考
察
の

対
象
と
す
る
（
以
下
こ
の
人
丸
関
係
の
短
歌
を
短
歌
と
称
す
る
が
、『
夫
木
』
所
収
の
す

べ
て
の
短
歌
を
さ
す
も
の
で
は
な
い
）。

三　

写
本
と
刊
本　
　

先
に
長
歌
の
考
察
に
お
い
て
、
刊
本
に
は
寛
永
版
本
・
西
本
願
寺
本
等
仙
覚

校
訂
本
に
よ
る
修
正
が
行
わ
れ
、
写
本
と
刊
本
の
間
に
は
乖
離
が
存
在
す
る
と

述
べ
た
が
、
短
歌
で
も
同
様
の
事
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
長
歌
の

考
察
と
同
じ
く
、『
夫
木
』
は
静
嘉
堂
本
を
底
本
と
し
宮
内
庁
書
陵
部
本
・
永

青
文
庫
本
、
寛
文
五
年
版
本
を
参
照
し
『
萬
葉
集
』
寛
永
版
本
・
西
本
願
寺
本
・

廣
瀬
本
と
を
比
較
し
、
修
正
の
有
無
を
検
討
す
る（

３
）

。

考
察
の
対
象
と
し
た
一
九
九
首
は
『
萬
葉
集
』
に
見
え
な
い
歌
二
十
五
首
を

含
む
。
そ
れ
を
除
い
た
一
七
四
首
の
短
歌
か
ら
三
首
を
挙
げ
て
比
較
し
て
み
る 

（
静
＝
静
嘉
堂
本
、
書
＝
宮
内
庁
書
陵
部
本
、
永
＝
永
青
文
庫
本
、
刊
本
・
刊
＝
寛
文
五
年

版
本
、
寛
＝
寛
永
版
本
萬
葉
集
、
西
―
西
本
願
寺
本
萬
葉
集
、
廣
―
廣
瀬
本
萬
葉
集
を
そ
れ
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ぞ
れ
表
す
。
そ
の
他
萬
葉
集
古
写
本
及
び
そ
の
略
称
は
『
校
本
萬
葉
集
』
に
従
う
）。

【
例
一
】
三
・
３
０
３
（
二
十
三
・
１
０
３
０
０　

万
三　

人
丸
）

（
数
字
は
『
萬
葉
集
』『
夫
木
』
新
編
国
歌
大
観
番
号
〈
巻
次
と
歌
番
号
〉、『
萬
葉
集
』

は
旧
番
号
を
表
す
。
括
弧
内
の
数
字
は
『
夫
木
』
を
表
す
。
以
下
同
） 

静
嘉
堂
本
①
名
に
高
き
い
な
み
の
海
の
中
津
波　

ち
へ
に
か
く
れ
ぬ
や
ま
と
し

ま
ね
は
（
写
本
間
の
異
同
は
以
下
に
示
す
。
以
下
同
。
宮
・
静
異
同
な
し
）

刊
本
①
名
く
は
し
き
い
な
み
の
海
の
沖
津
波　

ち
へ
に
か
く
れ
ぬ
や
ま
と
し
ま

ね
は

西
本
願
寺
本
・
寛
永
版
本
①
名ナ

ク
ハ
シ
キ

細
寸　

稲イ
ナ
ミ
ノ
ウ
ミ
ノ

見
乃
海
之　

奥オ
キ
ツ
ナ
ミ

津
浪　

千チ
ヘ
ニ
カ
ク
レ
ヌ

重
尓
隠
奴

山ヤ
マ
ト
シ
マ
ネ
ハ

跡
嶋
根
者

（
西
本
願
寺
本
・
寛
永
版
本
の
異
同
は
次
に
示
す
。
以
下
同
。
①
ナ
ク
ワ
シ
キ
〈
寛
訓
〉）

廣
瀬
本
①
ナ
ニ
タ
カ
キ
イ
ナ
ミ
ノ
ウ
ミ
ノ
オ
キ
ツ
ナ
ミ　

チ
ヘ
ニ
カ
ク
レ
ヌ
ヤ

マ
ト
シ
マ
ネ
ハ
（
廣
瀬
本
は
訓
の
み
示
す
）

　

①
初
句
は
写
本
三
本
は
「
名
に
高
き
」
で
異
同
は
な
く
、
類
聚
古
集
、
廣
瀬

本
、
紀
州
本
に
一
致
す
る
。
刊
本
は
「
名
く
は
し
き
」
で
あ
り
、
西
本
願
寺
本
、

寛
永
版
本
に
等
し
い（
仮
名
遣
い
の
違
い
は
除
く
。
以
下
同
）。
西
本
願
寺
本
で
は「
モ

ト
青
」
で
、
仙
覚
改
訓
と
お
ぼ
し
い
。
刊
本
に
お
い
て
、
仙
覚
校
訂
本
に
よ
り

修
正
し
た
と
思
わ
れ
る
。『
和
歌
童
蒙
抄
』
や
『
五
代
集
歌
枕
』
に
お
い
て
も

こ
こ
は
「
な
に
た
か
き
」
と
す
る
。

【
例
二
】
十
・
１
８
９
０
（
二
・
４
３
９　

万
十　

人
丸
）　

新
点
歌

静
嘉
堂
本
①
は
る
山
の
②
と
も
う
く
ひ
す
の
な
き
わ
か
れ　

③
か
へ
り
み
し

ま
ゝ
思
ひ
ま
す
わ
れ　
（
①
春
山
〈
静
〉）

刊
本
①
春
日
野
に
②
い
ぬ
る
鶯
な
き
わ
か
れ　

③
か
へ
り
ま
す
ほ
と
お
も
ひ
ま

す
わ
れ

西
本
願
寺
本
・
寛
永
版
本
①
春カ

ス
カ
ノ
ニ

日
野　

②
犬イ

ヌ
ル
ウ
ク
ヒ
ス
鶯　

鳴ナ
キ
ワ
カ
レ別　

③
眷カ

ヘ
リ
マ
ス
ホ
ト

益
間　

思オ
モ
ヒ
マ
ス
ワ
レ

御
吾

廣
瀬
本
①
ハ
ル
ノ
ヤ
マ
②
ノ
タ
ケ
ウ
ク
ヒ
ス
ナ
キ
ワ
ケ
テ　

③
ハ
ル
ノ
マ
ス
マ

ニ
オ
モ
ヒ
ミ
ワ
カ
モ
（
朱
片
仮
名
左
傍
訓
） 

新
点
歌
と
さ
れ
る
が
、「
赤
人
集
」
や
類
聚
古
集
に
訓
が
あ
り
、
平
安
期
か

ら
既
に
訓
ま
れ
て
い
た
。
訓
が
問
題
と
さ
れ
る
歌
で
あ
る
が
、
本
稿
は
訓
に
つ

い
て
述
べ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
当
否
に
は
触
れ
な
い（

４
）

。
こ
れ
を
見
る

と
、『
夫
木
』
写
本
の
三
本
は
一
致
す
る
（
永
青
文
庫
本
の
初
句
は
「
の
」
一
字
の
脱

落
か
）。
一
方
、
刊
本
、
西
本
願
寺
本
、
寛
永
版
本
の
三
本
が
一
致
し
、
こ
れ

ら
と
全
く
異
な
る
訓
を
持
つ
の
が
廣
瀬
本
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
『
夫
木
』

写
本
と
刊
本
は
異
な
り
、【
例
一
】
と
同
様
、
刊
本
に
お
い
て
仙
覚
校
訂
本
に

よ
る
修
正
が
行
わ
れ
た
と
い
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
参
考
ま
で
に
写
本
と
同

じ
訓
を
持
つ
文
献
と
し
て
は
『
類
聚
万
葉
』（
書
陵
部
本
、
成
立
は
十
三
世
紀
中
後

期
）
が
あ
り
、『
歌
枕
名
寄
』（
以
下
『
名
寄
』
と
略
称
す
る
）
は
刊
本
に
の
み
見
え
、

こ
ち
ら
は
仙
覚
校
訂
本
に
一
致
す
る（

５
）

。

こ
れ
ら
を
み
れ
ば
、
刊
本
は
仙
覚
校
訂
本
に
よ
り
修
正
を
加
え
た
こ
と
は
確

か
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
首
は
い
ず
れ
も
集
付
に
「
万
三
」「
万
十
」
と
い

う
集
付
を
持
つ
。
と
こ
ろ
が
『
夫
木
』
と
萬
葉
集
古
写
本
と
の
間
に
異
同
が
あ
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り
な
が
ら
、
刊
本
に
修
正
が
見
ら
れ
な
い
歌
が
あ
る
。
集
付
を
「
家
集
」
と
す

る
歌
で
あ
る
。『
夫
木
』
の
人
丸
関
係
の
歌
で
集
付
が
「
家
集
」
と
あ
る
も
の

は
二
十
八
首
あ
り
、
そ
の
う
ち
十
六
首
が
『
萬
葉
集
』
に
な
い
歌
で
あ
る
。
残

り
の
十
二
首
の
う
ち
、『
夫
木
』
と
西
本
願
寺
本
の
訓
が
異
な
る
歌
は
少
な
く

な
い
が
、
十
一
首
の
歌
に
修
正
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
中
で
修
正
さ
れ
た
と
思

し
き
歌
が
一
首
あ
る
。　

【
例
三
】
十
・
２
２
６
２
（
十
一
・
４
１
３
１　

家
集　

人
丸
）

静
嘉
堂
本
秋
萩
を
ち
ら
す
①
し
く
れ
の
ふ
る
比
は　

ひ
と
り
お
き
ゐ
て
こ
ふ
る

夜
そ
お
ほ
き　
（
宮
・
永
異
同
な
し
）

刊
本
秋
萩
を
ち
ら
す
①
な
か
め
の
ふ
る
比
は　

ひ
と
り
お
き
ゐ
て
こ
ふ
る
夜
そ

お
ほ
き

西
本
願
寺
本
・
寛
永
版
本
秋ア

キ

ハ

キ

ヲ

芽
子
乎　

令チ
ラ
ス落
①
長ナ

カ

メ

ノ

雨
之　

零フ
ル
コ
ロ
ハ

比
者　

一ヒ
ト
リ
オ
キ
ヰ
テ

起
居
而

　

戀コ
フ
ル
ヨ
ソ
オ
ホ
キ

夜
曽
大
寸

廣
瀬
本　

欠

二
句
「
し
く
れ
の
」
は
刊
本
で
は
「
な
か
め
の
」
と
あ
り
、
西
本
願
寺
本
、

寛
永
版
本
に
一
致
し
、
修
正
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
刊
本
は
こ
の
歌
に
お
い
て

集
付
が
「
家
集　

万
十
」
と
あ
り
、「
万
十
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り『
萬
葉
集
』と
認
識
さ
れ
刊
本
に
お
い
て
修
正
さ
れ
た
。
他
の
十
首
は「
家

集
」
の
み
で
あ
り
、『
萬
葉
集
』
と
認
識
さ
れ
ず
修
正
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

萬
葉
集
古
写
本
に
は
「
し
く
れ
の
」
は
な
く
元
暦
校
本
、
紀
州
本
、
京
大
本

左
代
赭
（
赭
ニ
テ
右
ノ
訓
ト
入
レ
換
フ
可
キ
記
號
ヲ
附
セ
リ
）
に
お
い
て
「
ナ
カ
ア
メ

ノ
」と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
人
丸
集
Ⅰ
で
は「
お
と
す
時
雨
の
」、人
丸
集
Ⅱ「
お

と
す
な
か
め
の
」、
人
丸
集
Ⅲ
で
は
「
チヲ

トラ
ス
ナシ

ク

レ

ノ

カ
ア
メ
」
と
あ
り
、『
夫
木
』

と
一
致
す
る
歌
句
を
持
つ
歌
集
は
『
玉
葉
集
』
の
み
で
あ
る
。『
夫
木
』
と
成

立
年
代
の
近
い
『
玉
葉
集
』
と
は
全
歌
句
一
致
す
る
の
で
、
同
じ
資
料
を
見
て

い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。『
夫
木
』
所
収
短
歌
は
、
人
丸
集
か
ら
の
採

歌
と
し
て
も
、
現
存
し
な
い
人
丸
集
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
他
に
『
夫

木
』
以
前
の
歌
集
・
歌
書
に
、「
し
く
れ
の
」
と
あ
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。

【
例
四
】
十
・
２
１
１
１
（
十
一
・
４
１
１
１　

秋
二　

家
集　

人
丸
）

静
嘉
堂
本
①
た
ま
ほ
こ
の
君
が
つ
か
ひ
の
②
た
お
り
た
る　

③
な
ご
の
秋
は
き

　

④
見
れ
と
あ
か
ぬ
か
も
（
④
見
あ
か
ぬ
か
も
〈
永
〉
　

、
宮
・
刊
本
異
同
な
し
）

西
本
願
寺
本
・
寛
永
版
本
①
玉タ

マ
ツ
サ
ノ梓　

公キ
ミ
カ
ツ
カ
ヒ
ノ

之
使
乃　

②
手タ

ヲ

リ

ク

ル

折
來
有　

③

此コ
ノ
ア
キ
ハ
キ
ハ

秋
芽
子
者　

④
雖ミ

レ

ト

ア

カ

ヌ

カ

モ

見
不
飽
鹿
裳　
　

廣
瀬
本
欠

【
例
四
】
は
『
夫
木
』
写
本
・
刊
本
間
に
異
同
は
な
く
（
結
句
の
永
の
異
同
は

脱
落
か
）、
西
本
願
寺
本
・
寛
永
版
本
と
、
初
句
三
句
四
句
に
異
同
の
あ
る
歌
で

あ
る
。
初
句
は
元
暦
校
本
・
紀
州
本
と
、
三
句
は
元
暦
校
本
・
紀
州
本
・
類
聚

古
集
と
一
致
す
る
。
四
句
と
一
致
す
る
萬
葉
集
古
写
本
は
な
い
。
歌
集
・
歌
書

を
見
る
と
『
古
歌
抄
』・『
一
葉
抄（

６
）

』
も
「
た
ま
ほ
こ
の
・
た
を
り
た
る
」
と
あ
り
、

『
夫
木
』
と
一
致
す
る
。
当
該
歌
も
仙
覚
校
訂
本
を
受
容
し
て
い
な
い
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。
集
付
が「
家
集
」の
み
の
歌
は
刊
本
に
お
い
て
修
正
さ
れ
な
か
っ
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た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
人
丸
集
で
は
一
類
本
の
二
本
、
二
類
本
に
所

収
さ
れ
る
が
初
句
二
句
の
み
『
夫
木
』
と
一
致
す
る
。
四
句
は
『
夫
木
』
独
自

訓
で
あ
る
が
、『
夫
木
』
写
本
・
刊
本
間
に
異
同
は
な
い
の
で
、
原
撰
本
以
来

の
訓
で
あ
り
、
そ
れ
は
人
丸
集
現
存
諸
写
本
と
異
な
る
、
特
異
な
訓
を
持
つ
写

本
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

【
例
一
】【
例
二
】【
例
三
】
を
含
め
『
夫
木
』
写
本
三
本
が
一
致
し
、
刊
本

と
異
同
が
あ
る
例
は
一
七
四
首
中
に
三
十
首
あ
る
。
こ
の
三
十
首
は
刊
本
に
お

い
て
、
仙
覚
校
訂
本
に
よ
り
修
正
し
た
と
思
し
い
が
、
異
同
も
少
し
あ
る
。

三
十
首
中
二
十
九
首
は
集
付
に
「
万
「「
万
一
」
な
ど
の
集
付
の
あ
る
歌
、

も
し
く
は
集
付
の
な
い
歌
で
（
三
首
）、『
萬
葉
集
』
以
外
の
集
付
の
記
さ
れ
た

歌
は
【
例
三
】
に
掲
げ
た
巻
十
・
２
２
６
２
番
歌
の
み
で
あ
る
。

以
上
か
ら
『
夫
木
』
所
収
の
短
歌
は
長
歌
の
時
と
同
じ
く
、
刊
本
に
は
修
正

が
加
え
ら
れ
、
写
本
が
原
撰
本
成
立
時
の
状
況
を
伝
え
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
従
っ
て
以
下
の
考
察
は
刊
本
で
は
な
く
、
写
本
―
静
嘉
堂
本
に
依
拠
し
書

陵
部
本
・
永
青
文
庫
本
を
参
照
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
写
本
三
本
は
異
同
も

あ
る
が
、
そ
の
数
は
多
く
な
い
。

四　

集
付
「
家
集
」
か
ら　

前
節
の
考
察
か
ら
、
人
丸
と
い
う
作
者
名
を
持
つ
歌
に
は
「
家
集
」
か
ら
採

取
し
た
と
思
し
き
歌
が
あ
っ
た
。
作
者
名
「
人
麻
呂
・
人
麿
・
人
丸
」
と
記
さ

れ
た
歌
の
集
付
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
萬
葉
歌
で
な
い
歌
を
含

む
。
二
つ
以
上
の
集
付
を
持
つ
も
の
は
③
に
分
類
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
も
加
え
た
）。

①
「
万
一
・
万
」
の
如
く
『
萬
葉
集
』
の
集
付
の
あ
る
も
の　

一
九
三
例
（
重

複
を
含
む
。
以
下
同
）

②
『
萬
葉
集
』
以
外
の
集
付
の
あ
る
も
の

１　

家
集　

二
十
八
例

２　

雲
葉
和
歌
集　

三
例

３　

万
代
和
歌
集　

三
例

４　

明
玉
集　

一
例
（
永
の
み
）

５　

古
今
和
歌
六
帖
（
以
下
『
六
帖
』
と
略
称
す
る
）　

五
例
（
六
帖
・
一
例
、

六
五
・
四
例
）

③
「
万
一
・
万
」「
家
集
・
万
二
」
の
如
く
『
萬
葉
集
』
の
集
付
、も
し
く
は
『
萬

葉
集
』
の
集
付
と
そ
れ
以
外
の
集
付
が
重
複
し
て
記
さ
れ
て
い
る
も
の　

二
例

④
集
付
の
な
い
も
の　

十
六
例

①
の
『
萬
葉
集
』
の
集
付
が
あ
る
も
の
が
最
も
多
い
が
、『
萬
葉
集
』
以
外

で
は
②
の
１
「
家
集
」
の
二
十
八
例
が
多
い
。
こ
れ
は
人
丸
集
を
典
拠
と
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
夫
木
』
は
他
の
歌
集
と
比
較
す
る
と
「
家
集
」
の
集

付
が
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。『
新
編
国
歌
大
観
』
中
「
家
集
」
の
集
付
は
一
九

六
九
例
（
詞
書
・
左
注
含
む
。
以
下
同
）、
そ
の
う
ち
『
夫
木
』
は
一
八
〇
九

例
と
大
半
を
占
め
る
。『
名
寄
』
を
み
る
と
僅
か
六
十
七
例
で
あ
る
の
で
、『
夫

木
』
の
歌
数
が
『
名
寄
』
の
ほ
ぼ
二
倍
と
し
て
も
、『
夫
木
』
の
多
さ
は
際
立
つ
。
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私
家
集
を
資
料
と
し
、
そ
れ
を
集
付
に
丁
寧
に
記
す
傾
向
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
人
丸
関
係
の
二
十
八
首
は
『
萬
葉
集
』
に
あ
る
歌
が
十
二
首
、

『
萬
葉
集
』
に
な
い
歌
が
十
六
首
で
あ
る
。
こ
の
二
十
八
首
を
「
萬
葉
集
に
あ

る
歌
」、「
萬
葉
集
に
な
い
歌
」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
西
本
願
寺
本
・
廣
瀬
本

現
存
人
丸
集
と
比
較
し
、
そ
の
関
係
を
見
る
こ
と
に
す
る
（『
夫
木
』
は
静
嘉
堂

本
に
拠
り
、
宮
内
庁
本
と
永
青
文
庫
本
を
参
照
、
異
同
の
あ
る
歌
句
の
み
記
す
。
人
丸
集
は

五
類
の
う
ち
歌
を
所
収
す
る
も
の
の
み
記
す
。（
２
）
以
下
は
西
本
願
寺
本
、
廣
瀬
本
、
人
丸

集
諸
本
は
『
夫
木
』
と
異
同
の
あ
る
歌
句
を
記
す
。
ま
た
適
宜
萬
葉
集
・
家
持
集
を
参
考
と

し
て
記
し
た
）。

（
一
）　

萬
葉
集
に
あ
る
歌
（
表
Ａ
参
照
）

（
１
）
十
・
２
０
５
６
（『
夫
木
』
十
・
３
９
９
１　

家
集　

人
丸
）　

天
川
①
は
し
打
わ
た
す
②
い
も
か
家
に　

③
た
え
す
か
よ
は
ん
④
時
ま
た
す
共

（
異
同
な
し
）

西
本
願
寺
本
天ア

マ
ノ
カ
ハ河　

①
打ウ

チ
ハ
シ
ワ
タ
ス

橋
度　

②
妹イ

モ
カ
イ
ヘ
チ

之
家
道　

③
不ヤ

マ
ス
カ
ヨ
ハ
ム

止
通　

④
時ト

キ
マ
タ
ス
ト
モ

不
待
友

廣
瀬
本
欠

人
丸
集
８
４
天
河
①
は
し
う
ち
わ
た
す
②
いい

も
か
い
へ
に
か
い
か
に　

③
や
ま
す
か
よ
は

む
④
時
ま
た
す
と
も

人
丸
集
Ⅰ
８
３ 

あ
ま
の
河
①
橋
う
ち
わ
た
す
②
妹
か
家
に　

③
や
ま
す
まか

よす

は
ん
④
時
ま
た
る
と
も

人
丸
集
Ⅱ
４
７ 

あ
ま
の
川
①
々
う
ち
わ
た
し
②
い
も
か
家
に　

③
や
ま
す
か

よ
は
む
④
と
き
ま
た
す
と
も

①
は
『
夫
木
』
は
人
丸
集
・
人
丸
集
Ⅰ
に
一
致
し
、
西
本
願
寺
本
・
人
丸
集

Ⅱ
と
は
異
な
る
。
②
は
『
夫
木
』
と
人
丸
集
の
傍
書
・
人
丸
集
Ⅰ
・
Ⅱ
に
一
致
し
、

西
本
願
寺
本
と
は
一
致
し
な
い
。③
は『
夫
木
』は
三
本
と
も
四
句
が「
た
え
す
」

と
あ
る
が
、西
本
願
寺
本
も
人
丸
集
・
人
丸
集
Ⅰ
・
Ⅱ
も
「
や
ま
す
」
と
あ
り
「
た

え
す
」
と
あ
る
歌
集
・
歌
書
は
見
当
た
ら
な
い
。
④
は
西
本
願
寺
本
も
人
丸
集

も
人
丸
集
Ⅰ
を
除
い
て
一
致
す
る
（
人
丸
集
Ⅰ
の
④
「
ま
た
る
」
は
誤
写
か
）。
一
首

全
体
を
見
れ
ば
『
夫
木
』
と
一
致
す
る
人
丸
集
は
な
い
。
家
集
と
い
う
集
付
に

従
う
な
ら
ば
、『
夫
木
』
が
典
拠
と
し
た
人
丸
集
は
現
存
以
外
の
人
丸
集
で
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。
当
該
歌
は
赤
人
集
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、
①
②
③
と
も

『
夫
木
』
と
は
一
致
せ
ず
、
別
資
料
に
依
拠
し
た
よ
う
で
あ
る（

７
）

。
残
り
の
十
一

首
は
異
同
箇
所
の
み
掲
げ
る
。

（
２
）
十
・
２
０
８
６
（
十
・
３
９
９
２　

同
（
家
集
）　

同
（
人
丸
））

ひ
こ
ほ
し
の
①
つ
ま
ま
つ
舟
の
引
つ
な
の　

た
え
ん
と
君
に
我
か
お
も
は
な
く

に　
（
異
同
な
し
）

西
本
願
寺
本
①
嬬ツ

マ
ヨ
フ
フ
ネ
ノ

喚
舟
之　

廣
瀬
本
欠

人
丸
集
９
３
①
つ
ま
ま
つ
舟
の　

人
丸
集
Ⅰ
９
２
・
Ⅱ
５
５
・
Ⅲ
４
５
４
と
も

①
妻
よ
ふ
船
の　

（
３
）
十
・
２
１
１
１
（
十
一
・
４
１
３
５　

家
集　

人
丸
）（〔
例
四
〕
既
出
参
照
）

①
た
ま
ほ
こ
の
君
が
つ
か
ひ
の
②
た
お
り
た
る　

③
な
ご
の
秋
は
き
④
見
れ
と

あ
か
ぬ
か
も　
（
④
見
あ
か
ぬ
か
も
〈
永
〉）

西
本
願
寺
本　

廣
瀬
本
〔
例
四
〕
参
照
。
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人
丸
集
１
０
０
①
玉
ほ
こ
の
②
た
を
り
た
る
③
こ
の
秋
は
き
は
④
み
れ
と
あ
か

ぬ
か
も　

人
丸
集
Ⅰ
９
９
②
玉
ほ
こ
の
②
た
を
り
た
る
③
こ
の
秋
萩
を
④
み
れ

と
あ
か
ぬ
か
も　

人
丸
集
Ⅱ
６
７
①
た
ま
ほ
こ
の
②
手
折
た
る
③
こ
の
あ
き
は

き
は
④
み
れ
と
あ
か
ぬ
か
も

（
４
）
十
・
２
１
６
５
（
三
十
二
・
１
５
４
０　

家
集　

人
丸
）

①
河
水
に
②
川
津
な
く
な
り
夕
さ
れ
は　

こ
ろ
も
て
さ
む
み
③
つ
ま
枕
せ
ん

（
異
同
な
し
）

西
本
願
寺
本
①
上カ

ミ
ツ
セ
ニ

瀬
尓 

②
河カ

ハ
ツ
ツ
マ
ヨ
フ

津
妻
呼
③
妻ツ

マ
マ
カ
ム
ト
カ

将
枕
跡
香　

廣
瀬
本
欠

人
丸
集
Ⅱ
１
３
①
河
水
に
②
か
は
つ
な
く
な
り
③
つ
ま
ゝ
く
ら
せ
む

参
考

家
持
集
Ⅰ
２
９
８　

か
み
か
せ
に
か
は
つ
な
く
な
り
ゆ
ふ
さ
れ
は　

か
わ
か
せ

さ
む
し
ゆ
ふ
ま
く
ら
せ
む

家
持
集
Ⅱ
９
３ 

か
み
つ
せ
に
か
は
つ
な
く
な
り
ゆ
ふ
さ
れ
は　

か
は
か
せ
さ

む
し
ゆ
ふ
ま
く
れ
せ
ん

（
５
）
十
・
２
１
９
３
（
十
四
・
５
８
３
０　

家
集　

人
丸
）

秋
風
の
①
日
こ
と
に
ふ
け
は
②
み
つ
く
き
の　

③
を
か
の
く
す
は
ら
い
ろ
つ
き

に
け
り　
（
異
同
な
し
）

西
本
願
寺
本
①
日ヒ

ニ
ケ
ニ異
②
水ミ

ツ
ク
キ
ノ

莖
能
③
岡ヲ

カ
ノ
コ
ノ
ハ
モ

之
木
葉
毛　

廣
瀬
本
欠

人
丸
集
１
７
６
①
日
こ
と
に
②
ひ
さ
か
た
の
③
を
か
の
木
の
葉
も　

人
丸
集
Ⅰ

１
２
８
①
日
こ
と
に
②
わ
か
宿
の
③
岡
の
こ
の
は
も　

人
丸
集
Ⅰ
２
２
１
①
日

こ
と
に
②
久
堅
の
③
岡
の
木
の
葉
も　

人
丸
集
Ⅱ
１
０
５
①
日
こ
と
に
②
水
茎

の
③
岡
の
木
の
葉
も　

人
丸
集
Ⅴ
１
１
①
日
こ
と
に
②
み
つ
く
き
の
③
を
か
の

く
す
葉
も

（
６
）
十
・
２
２
６
２
（
十
一
・
４
１
３
１　

家
集　

人
丸
）

秋
萩
を
①
ち
ら
す
し
く
れ
の
②
ふ
る
比
は　

③
ひ
と
り
お
き
ゐ
て
こ
ふ
る
夜
そ

お
ほ
き　

西
本
願
寺
本
①
令チ

ラ
ス
ナ
カ
メ
ノ

落
長
雨
之
②
零フ

ル
コ
ロ
ハ

比
者
③
一ヒ

ト
リ
オ
キ
ヰ
テ

起
居
而　

廣
瀬
本
欠　

人
丸
集
Ⅰ
１
５
１
①
お
と
す
時
雨
の
②
ふ
る
時
は
③
ひ
と
り
お
き
ゐ
て　

人
丸

集
Ⅱ
７
９
①
お
と
す
な
か
め
の
②
ふ
る
こ
ろ
は
③
ひ
と
り
お
き
ゐ
て　

人
丸
集

Ⅲ
２
５
９
①
チヲ

トラ
スシ

ク

レ

ノ

ナ
カ
ア
メ
②
フ
ル
コ
ロ
ハ
③
ヒ
ト
リ
オ
リ
ヰ
テ　
　

参
考
六
帖　

お
と
す
な
が
め
の
ふ
る
程
は
・
ち
ら
す
な
雨
の
ふ
る
な
へ
に　

玉

葉
ち
ら
す
時
雨
の
ふ
る
比
は

（
７
）
十
一
・
２
４
１
８
（
三
十
五
・
１
６
６
１
６　

家
集　

同
（
人
丸
））

①
い
か
な
ら
む
神
に
ぬ
さ
を
も
た
む
け
は
か　

わ
か
お
も
ふ
い
も
を
夢
に
た
に

見
ん　
（
異
同
な
し
）

西
本
願
寺
本　

①
何ナ

ニ
ナ
ニ
ノ

名
負
（
青

ナ
ニ
ナ
ニ
ノ）

廣
瀬
本
①
イ
カ
ナ
ラ
ム

人
丸
集
Ⅲ
４
２
８
①
イ
カ
ナ
ラ
ン　

参
考
玉
葉
集
１
７
３
１
①
い
か
な
ら
ん

（
８
）
十
一
・
２
６
２
６
（
三
十
三
・
１
５
５
５
３　

家
集　

人
丸
）

ふ
る
衣
①
う
ち
す
つ
る
人
は
秋
風
の　

た
ち
く
る
時
に
②
物
お
も
ふ
も
の
を

（
①
う
ち
す
て
人
は
〈
永
〉）

西
本
願
寺
本
①
打ウ

チ
ス
テ
ヒ
ト
ハ

棄
人
者
②
物モ

ノ
オ
モ
フ
モ
ノ
ソ

念
物
其　

廣
瀬
本
①
ウ
チ
ス
テ
ヒ
ト
ハ
②
モ
ノ

イ
カ
ナ
ラ
ム
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オ
モ
フ
モ
ノ
ソ

人
丸
集
Ⅳ
１
４
１
①
う
ち
す
つ
る
人
は
②
も
の
お
も
ふ
も
の
を

（
９
）
十
一
・
２
６
３
０
（
三
十
二
・
１
５
３
７
１　

家
集　

同
（
人
丸
））

①
ゆ
ひ
し
ひ
も
と
か
む
日
と
を
み
敷
た
へ
の　

わ
か
こ
ま
く
ら
に
②
こ
け
を
ひ

に
け
り　
（
異
同
な
し
）

西
本
願
寺
本
①
結ム

ス
フ
ヒ
モ紐
②
蘿コ

ケ
ム
シ
ニ
ケ
リ

生
来　

廣
瀬
本
①
ムユ

ヒ
シス
フ
ヒ
モ
②
こ
け
お
ひ
に
け
り

人
丸
集
Ⅳ
１
４
３
①
ゆ
ひ
し
ひ
も
②
こ
け
お
ひ
に
け
り

（
10
）
十
一
・
２
７
４
４
（
十
九
・
７
９
２
６　

家
集　

同
（
人
丸
））

す
す
き
と
る
①
あ
ま
の
灯
②
よ
そ
に
た
に　

み
ぬ
人
ゆ
ゑ
に
③
こ
ふ
る
こ
ろ
哉

　
（
異
同
な
し
）

西
本
願
寺
本
①
海ア

マ
ノ
ト
モ
シ
ヒ

部
之
燭
火
②
外ヨ

ソ
ニ
タ
ニ谷
③
恋コ

フ
ル
コ
ノ
コ
ロ

比
日　

廣
瀬
本
①
ア
マ
ノ
トタ

ク

ヒ

ノ

モ
シ
ヒ
②
ヨ
ソ
ニ
タ
ニ
③
コ
フ
ル
コ
ノ
コ
ロ

人
丸
集
Ⅱ
５
４
５
①
あ
ま
の
た
く
ひ
の
②
ほ
の
に
た
に
③
こ
ふ
る
こ
ろ
か
な　

人
丸
集
Ⅳ
１
７
８
①
あ
ま
の
と
も
し
火
③
よ外

字そ
に
た
に
③
こ
ふ
る
こ
の
こ
ろ

（
11
）
十
二
・
２
９
６
９
（
三
十
三
・
１
５
５
１
４　

家
集　

人
丸
）

①
と
き
こ
ろ
も
お
も
ひ
み
た
れ
て
こ
ふ
れ
と
も　

②
な
と
な
か
ゆ
へ
と
③
と
ふ

人
も
な
し　
（
異
同
な
し
）

西
本
願
寺
本
①
解ト

キ
ヽ
ヌ
ノ

衣
之
②
何ナ

ニ
ノ
ユ
ヘ
ソ
ト

之
故
其
跡
③
問ト

フ
ヒ
ト
モ
ナ
シ

人
毛
無

人
丸
集
１
１
①
と
き
ゝ
ぬ
の
②
な
と
な
か
ゆ
ゑ
と
③
い
ふ
人
もの

な
しき　

人
丸
集

Ⅰ
１
１
①
と
き
ゝ
ぬ
の
②
な
そ
な
に
ゆ
へ
と
③
問
人
も
な
き　

人
丸
集
Ⅱ
２
９

６
①
と
き
ゝ
ぬ
の
②
な
そ
何
ゆ
へ
と
③
と
ふ
人
も
な
き　

人
丸
集
Ⅳ
１
３
８
①

と
き
こ
ろ
も
②
な
と
な
か
ゆ
へ
と
③
ゝ
ふ
人
は
な
し

（
12
）
十
二
・
３
０
０
３
（
十
三
・
５
０
９
９　

家
集
、
万
十
二　

人
丸
）

①
夕
つ
く
よ
あ
か
つ
き
や
み
の
②
ほ
の
か
に
も　

見
し
人
ゆ
へ
に
③
恋
ひ
わ
た

る
か
も
（
宮
欠　

③
恋
わ
た
る
か
な
〈
永
〉）

西
本
願
寺
本
①
夕ユ

フ
ツ
キ
ヨ

月
夜　

②
不ホ

ノ
カ
ニ
モ明　

③
戀コ

ヒ
ワ
タ
ル
カ
モ

渡
鴨　

廣
瀬
本
①
ユ
フ
ツ
ク
ヨ
②
ホ

ノ
〳
〵
ニ
③
コ
ヒ
ワ
タ
ル
カ
モ　

人
丸
集
欠

以
上
の
（
１
）
～
（
12
）
を
、
一
首
全
句
が
一
致
す
る
人
丸
集
を
み
る
と

人
丸
集
と
一
致
す
る
も
の
（
２
）　

人
丸
集
Ⅰ
と
一
致
す
る
も
の

人
丸
集
Ⅱ
と
一
致
す
る
も
の
（
４
）　

人
丸
集
Ⅲ
と
一
致
す
る
も
の
（
７
）　

人
丸
集
Ⅳ
と
一
致
す
る
も
の
（
８
）（
９
）　

人
丸
集
Ⅴ
と
一
致
す
る
も
の　

ど
の
人
丸
集
と
も
一
致
し
な
い
も
の
（
１
）（
３
）（
５
）（
６
）（
10
）（
11
）　

ど
の
人
丸
集
に
も
所
収
さ
れ
な
い
も
の
（
12
）　

と
な
る
。
ま
た
句
ご
と
の
一
致
を
み
る
と
「
人
丸
集
１
９
（
20
）
／
２
５

（
一
致
句
数
／
所
収
歌
数
×
５　

括
弧
内
は
傍
書
を
入
れ
た
数
。
以
下
同
）、
人
丸
集
Ⅰ

２
２
／
３
５　

人
丸
集
Ⅱ
２
９
／
４
０
（
重
複
歌
一
首
含
む
）　

人
丸
集
Ⅲ
１
３

（
14
）
／
１
５　

人
丸
集
Ⅳ
１
８
／
２
０　

人
丸
集
Ⅴ
４
／
５
」
と
な
り
、
大

き
な
差
は
見
ら
れ
な
い
が
、
所
収
歌
数
が
多
い
人
丸
集
Ⅰ
と
Ⅱ
を
見
る
と
、
や

や
Ⅱ
が
高
い
と
い
え
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
強
い
結
び
つ
き
が
推
定
さ
れ
る
人

オ
ヒ
ニ

ク

ホ
ノ
ニ
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丸
集
は
な
い
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。（
４
）
は
Ⅱ
類
の
み
に
、（
７
）
は
Ⅲ

類
の
み
に
所
収
さ
れ
る
歌
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
と
一
致
し
て
い
る
が
、
数
は
少

な
い
の
で
こ
れ
を
以
て
依
拠
し
た
と
は
言
い
難
い
。
ど
の
人
丸
集
と
も
一
致
し

な
い
歌
が
六
と
多
く
、（
12
）
の
よ
う
に
ど
の
人
丸
集
に
も
所
収
さ
れ
な
い
歌

も
あ
っ
た
。『
萬
葉
集
』
と
の
異
同
も
多
く
、『
夫
木
』
独
自
の
訓
も
あ
り
、
こ

れ
ら
を
考
え
れ
ば
、『
夫
木
』
は
、
現
存
人
丸
集
以
外
の
人
丸
集
に
依
拠
し
た

と
思
わ
れ
る
。

（
二
）　

萬
葉
集
に
な
い
歌
（
表
Ｂ
参
照
）

集
付
に
家
集
と
あ
る
が
、『
萬
葉
集
』
に
見
え
な
い
歌
が
十
六
首
あ
る
。
次

に
そ
れ
を
掲
げ
る
（
数
字
は
『
夫
木
』
の
巻
次
と
新
編
国
歌
大
観
の
歌
番
号
で
あ
る
）。

（
13
）
四
・
１
３
７
５　
（
同
（
家
集
）　

同
（
人
丸
））

春
か
す
み
た
な
ひ
く
山
の
桜
花　

は
や
く
①
み
ま
し
を
ち
り
過
き
に
け
り

（
①
み
し
ま
を
〈
永
〉）

人
丸
集
Ⅱ
２
５
春
か
す
み
た
な
ひ
く
や
ま
の
さ
く
ら
は
な　

は
や
く
み
て
ま
し

散
過
に
け
り

人
丸
集
Ⅲ
５
６
ハカ

ス

ミ

ル
サ
メ
ニ
ニ
タ
ナ
ヒ
ク
山
ノ
サ
ク
ラ
ハ
ナ　

ハ
ヤ
ク
ミ
マ
シ

ヲ
チ
リ
ス
キ
ニ
ケ
リ

人
丸
集
Ⅳ
１
１
０　

春
霞
棚
引
山
桜
花　

は
や
く
見
ま
し
を
ち
り
す
き
に
け
り

人
丸
集
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
に
あ
る
が
、
Ⅱ
Ⅲ
に
は
異
同
が
あ
り
Ⅳ
と
一
致
す
る
。

★
（
14
）
七
・
２
５
７
０　

家
集　

人
丸

あ
す
よ
り
は
そ
と
も
の
を
た
に
袖
ぬ
れ
て　

①
と
み
く
さ
の
さ
な
へ
と
り
つ
へ

ら
な
り　
（
①
水
く
さ
の
〈
永
〉）

人
丸
集
に
な
く
、
秘
蔵
抄
・
蔵
玉
集（

８
）

に
あ
る
。

（
15
）
十
三
・
５
３
４
６　

家
集　

人
丸

秋
く
れ
は
か
ふ
か
の
山
に
立
き
り
を　

海
と
そ
見
つ
る
波
た
た
な
く
に　

　
（
異
同
な
し
）

人
丸
集
Ⅳ
５
７
秋
く
れ
は
か
ふ
か
の
山
に
た
つ
き
り
を　

う
み
と
そ
み
け
る
な

み
た
ゝ
な
く
に

Ⅱ
Ⅲ
に
も
あ
る
が
、
歌
句
が
一
致
す
る
の
は
（
小
異
あ
り
）
Ⅳ
の
み
で
あ
る
。

（
16
）
二
十
・
８
３
８
２　

家
集　

人
丸

朝
ま
た
き
わ
か
う
ち
こ
ゆ
る
立
田
山　

ふ
か
く
も
み
ゆ
る
松
の
み
と
り
か

　
（
異
同
な
し
）

人
丸
集
２
３
８
あ
さ
ま
た
き
わ
か
う
ち
こ
ゆ
る
た
つ
た
山　

ふ
か
く
も
み
ゆ
る

松
の
み
と
り
か

人
丸
集
Ⅱ
・
Ⅴ
に
も
あ
り
歌
句
異
同
な
し
。
人
丸
集
以
外
に
は『
雲
葉
和
歌
集
』

（
歌
句
小
異
）
に
あ
る
。

（
17
）
二
十
・
８
４
３
２　

家
集　

人
丸

あ
さ
な
〳
〵
た
つ
河
霧
の
さ
む
き
か
も　

①
た
か
は
ら
山
の
も
み
ち
そ
め
け
む

（
た
か
つは

ら
山
の（「
つ
」左
見
消
。「
つ
」と
書
い
て
そ
の
上
に
濃
く「
ハ
」と
書
く〈
宮
〉）

人
丸
集
Ⅱ
１
３
１  

あ
さ
な
〳
〵
た
つ
川
霧
を
さ
む
み
か
も　

た
か
は
ら
や
ま

の
も
み
ち
そ
め
け
む

人
丸
集
Ⅳ
に
も
あ
り
、
人
丸
集
Ⅱ
と
歌
句
に
異
同
な
し
。
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（
18
）
二
十
・
８
７
９
７　

家
集　

人
麿　

ほ
と
と
き
す
啼
さ
ほ
山
の
松
の
葉
の　

ね
ん
こ
ろ
み
ま
く
ほ
し
き
君
か
な

　
（
異
同
な
し
）　

人
丸
集
Ⅳ
６
９　

ほ
と
ゝ
き
す
な
く
さ
ほ
山
の
ま
つ
の
ね
の　

ね
む
こ
ろ
見
ま

く
ほ
し
き
ゝ
み
か
も

人
丸
集
Ⅱ
Ⅲ
に
も
あ
る
が
歌
句
に
異
同
が
あ
り
、
最
も
近
い
の
は
人
丸
集
Ⅳ
で

あ
る
。

（
19
）
二
十
・
８
９
５
９　

同
（
家
集
）　

中
納
（
人
丸
イ
）
言
家
持
卿

も
か
み
山
す
か
け
せ
し
よ
り
心
あ
り
て　

ま
も
り
か
へ
せ
る
や
か
た
を
の
た
か

　
（
異
同
な
し
）

人
丸
集
Ⅱ
２
３
１
も
か
み
山
す
か
き
せ
し
よ
り
こ
ゝ
ろ
あ
り
て　

ま
も
り
か
へ

せ
る
や
か
た
お
の
た
か　
（
異
同
な
し
）

人
丸
集
Ⅱ
の
み
に
あ
り
異
同
も
な
い
。

参
考　

家
持
集
Ⅰ
２
９
５　

も
か
み
や
ま
す
か
け
せ
し
よ
り
こ
ゝ
ろ
あ
り
て　

ま
も
り
か
へ
せ
る
や
か
た
を
の
た
か

（
20
）
二
十
一
・
９
２
８
７　

家
集　

人
丸

う
ち
は
へ
て
あ
さ
風
さ
む
の
冬
の
よ
や　

①
ま
し
ろ
に
霜
の
お
け
る
あ
さ
み
ち

（
①
ま
し
ろ
み
（「
み
」
は
「
尓
」
の
崩
し
字
に
似
る
字
形
〈
宮
〉）

人
丸
集
２
３
６
う
ち
は
へ
て
あ
な
風
さ
む
の
冬
の
夜
や　

ま
し
ろ
に
し
も
の
お

け
る
朝
み
ち　

人
丸
集
Ⅱ
に
あ
り
。
人
丸
集
と
異
同
な
し
。
人
丸
集
Ⅴ
に
も
あ

り
、
歌
句
に
異
同
あ
り
。

（
21
）
二
十
三
・
１
０
３
４
３　

家
集　

人
丸

う
ち
の
海
の
釣
す
る
海
士
の
①
舟
に
乗
て　

乗
り
に
し
こ
こ
ろ
常
に
忘
す

　
（
①
船
に
の
り
〈
宮
・
永
〉）

人
丸
集
Ⅱ
５
２
０
う
ち
の
う
み
に
つ
り
す
る
あ
ま
の
ふ
ね
に
の
り　

の
り
に
し

こ
ゝ
ろ
つ
ね
に
わ
す
れ
す

人
丸
集
Ⅲ
Ⅳ
に
あ
る
が
歌
句
が
近
い
の
は
人
丸
集
Ⅱ
で
あ
る
。

（
22
）
二
十
五
・
１
１
７
１
７　

家
集　

人
丸

す
ま
の
浦
に
つ
る
の
①
よ
ひ
こ
の
あ
る
と
き
は　

こ
れ
や
ち
よ
へ
ん
も
の
と
や

は
見
る　
（
①
か
ひ
こ
の
〈
永
〉）

人
丸
集
２
４
９
す
ま
の
浦
に
つ
る
の
か
ひ
こ
の
あ
る
と
き
は　

こ
れ
が
千
世
へ

ん
も
の
と
や
は
み
る

人
丸
集
Ⅱ
５
９
１
す
ま
の
う
ら
の
つ
る
の
か
ひ
こ
の
あ
る
と
き
は　

こ
れ
か
千

世
へ
ん
も
の
と
や
は
み
る

　

人
丸
集
・
人
丸
集
Ⅱ
・
Ⅴ
（
歌
句
異
同
あ
り
〈
小
異
〉）
に
あ
り
、
す
べ
て
二
句

が
「
か
ひ
こ
」
で
あ
る
。

★
（
23
）
二
十
八
・
１
３
４
４
３　

家
集　

同
（
人
丸
）

は
ま
荻
の
お
ひ
し
と
こ
ろ
に
ふ
み
分
て　

夕
き
り
か
く
れ
た
つ
そ
な
く
な
る

（
異
同
な
し
）

　

人
丸
集
に
は
な
く
、『
夫
木
』
の
み
に
所
収
さ
れ
る
。

（
24
）
三
十
・
１
４
２
８
２　

家
集　

人
丸

さ
さ
波
や
大
津
の
み
や
は
名
の
み
し
て　

か
す
み
た
な
ひ
き
宮
木
も
り
な
し
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（
異
同
な
し
）

人
丸
集
Ⅰ
５
９
さ
ゝ
浪
の
お
ほ
く
の
み
や
は
な
の
み
し
て　

か
す
み
た
な
ひ

き
宮
き
守
な
し

人
丸
集
Ⅱ
２
１
８
さ
ゝ
浪
や
お
ほ
つ
の
み
や
は
名
の
み
し
て　

か
す
み
た
な
ひ

く
宮
木
も
り
な
し

人
丸
集
Ⅲ
７
１
８
サ
ヽ
ナ
ミ
ノ
オ
ホ
ツ
ノ
宮
ハ
ナ
ノ
ミ
シ
テ　

カ
ス
ミ
タ
ナ
ヒ

キ
ヒミ

ヤ
キ
モ
リ
ナ
ムシ

シ

人
丸
集
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅴ
に
あ
る
も
そ
れ
ぞ
れ
歌
句
に
小
異
あ
り
。
猶
『
拾
遺
集
』
に

も
あ
る
が
異
同
あ
り
。

（
25
）
三
十
一
・
１
４
６
３
５　

家
集　

人
丸

い
へ
の
井
の
①
玉
分
さ
と
に
い
も
を
お
き
て　

こ
ひ
や
わ
た
ら
ん
な
か
き
春
日

を
（
①
た
ま
わ
け
の
さ
と
に
〈
永
〉）

人
丸
集
Ⅱ
３
５
８
い
ゑ
の
井
の
た
ま
わ
け
さ
と
に
い
も
を
ゝ
き
て　

こ
ひ
や
わ

た
ら
む
な
か
き
は
る
日
を

人
丸
集
Ⅳ
に
も
あ
り
、
歌
句
の
異
同
な
し
。

（
26
）
三
十
一
・
１
４
８
１
６　

家
集　

人
丸

あ
つ
ま
ち
の
①
も
ろ
こ
し
の
さ
と
に
お
り
て
た
つ　

き
ぬ
を
や
か
ら
の
衣
と
い

ふ
ら
ん　
（
①
も
ろ
こ
し
里
〈
宮
〉）

人
丸
集
２
７
０
あ
つ
ま
ち
の
も
ろ
こ
し
里
に
お
り
て
た
つ　

きぬ

のぬ
を
や
か
ら
の

衣
と
い
ふ
ら
ん

人
丸
集
Ⅱ　

人
丸
集
に
同
じ
（
傍
書
な
し
） 

（
27
）
三
十
二
・
１
５
３
５
２　

家
集　

人
丸

う
ち
わ
ひ
て
ひ
と
り
ね
た
れ
は
ま
す
か
か
み　

と
る
と
ゆ
め
み
つ
い
も
に
①
あ

ふ
か
も　
（
①
あ
は
ん
か
も
〈
永
〉）

人
丸
集
Ⅱ
３
６
３
打
な
ひ
き
人
も
ね
つ
れ
は
ま
す
か
ゝ
み　

と
る
と
夢
に
み
つ

我
こ
ひ
ま
さ
る

人
丸
集
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
に
あ
る
も
歌
句
異
同
あ
り
。
Ⅲ
・
Ⅳ
句
の
結
句
「
い
も
に
あ
ふ

か
も
」。
最
も
類
似
す
る
の
は
Ⅳ
で
あ
る
。

（
28
）
三
十
三
・
１
５
５
８
６　

家
集　

人
丸

し
ほ
衣
あ
ま
の
み
も
と
を
お
も
ひ
け
る　

う
き
世
に
ふ
れ
は
き
ぬ
人
も
な
し

（
宮
欠
。
永
異
同
な
し
）

人
丸
集
Ⅱ
５
５
７
し
ほ
こ
ろ
も
あ
ま
の
み
か
と
そ
お
も
ひ
け
る　

う
き
よ
に
ふ

れ
は
き
ぬ
人
も
な
し　

人
丸
集
Ⅱ
の
み
に
あ
り
、
歌
句
に
小
異
あ
り
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
十
六
首
の
う
ち
、
人
丸
集
Ⅱ
は
十
四
首
を
所
収
し
、

残
り
の
二
首
は
ど
の
人
丸
集
に
も
所
収
さ
れ
て
い
な
い
歌
で
あ
る
（
★
印
を
付

し
た
歌
１
４
・
２
３
）。
歌
句
に
小
異
は
あ
る
と
い
う
も
の
の
、
先
の
結
果
と

合
わ
せ
て
、『
夫
木
』
は
人
丸
集
Ⅱ
、
即
ち
二
類
本
系
統
の
一
本
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

国
名
隠
題
歌
が
十
六
首
の
内
に
三
首
あ
り
（
③
か
う
ち　

⑥
や
ま
し
ろ　

⑧

か
ひ
）、
こ
れ
か
ら
、『
夫
木
』
が
典
拠
と
し
た
人
丸
集
は
国
名
隠
題
歌
を
所
収

す
る
集
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
人
丸
集
の
う
ち
国
名
隠
題
歌
を
所
収
す
る

の
は
一
類
本
の
②
、
二
類
本
、
Ⅴ
類
本
で
あ
り
、
人
丸
集
Ⅱ
は
二
類
本
系
統
で
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あ
る
か
ら
、
矛
盾
し
な
い
。（
14
）
や
（
23
）
の
よ
う
に
は
現
存
人
丸
集
に
見

え
な
い
、
集
付
・
作
者
名
を
「
家
集
・
人
丸
」
と
す
る
歌
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は

現
存
人
丸
集
の
脱
落
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
や
は
り
伝
存
し
な
い
人
丸
集
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

国
名
隠
題
歌
は
『
夫
木
』
の
人
丸
歌
に
五
首
見
え
る
。
こ
の
う
ち
二
首
は
集

付
が
「
雲
葉
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
『
雲
葉
和
歌
集
』
経
由
と
み
て

よ
い
。
残
り
は
（
16
）（
20
）（
22
）
の
三
首
で
「
か
う
ち
・
や
ま
し
ろ
・
か
ひ
」

を
詠
み
込
む
の
で
あ
る
が
、『
夫
木
』
の
題
は
「
た
つ
た
山
・
あ
さ
み
ち
・
す

ま
の
う
ら
」
で
あ
る
。

『
夫
木
』の
編
者
は
人
丸
集
の
国
名
隠
題
歌
に
は
あ
ま
り
関
心
を
持
た
な
か
っ

た
よ
う
で
、
六
十
七
首
の
う
ち
、
僅
か
三
首
の
み
を
採
取
し
た
。『
夫
木
』
編

者
の
み
な
ら
ず
、
人
丸
集
の
編
者
以
外
は
国
名
隠
題
歌
に
あ
ま
り
興
味
を
持

た
な
か
っ
た
よ
う
で
、
六
十
七
首
の
う
ち
人
丸
集
の
み
所
収
は
三
七
首
も
あ
る
。

ま
た
『
続
古
今
集
』『
雲
葉
和
歌
集
』『
万
代
和
歌
集
』『
秋
風
集
』
な
ど
、
反

御
子
左
家
の
歌
人
が
関
わ
る
歌
集
に
比
較
的
多
く
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
由
阿

の
選
ん
だ
『
六
華
集
』
に
一
首
で
あ
る
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。

と
も
あ
れ
、『
夫
木
』
人
丸
歌
に
三
首
と
は
い
え
、「
家
集
」
と
し
て
国
名
隠
題

歌
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、『
夫
木
』
が
典
拠
と
し
た
人
丸
集
は
こ
の
歌
群

を
持
つ
系
統
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

人
丸
集
は
数
十
種
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
現
存
人
丸
集
は
そ
の
一
部
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
ど
れ
か
に
依
拠
し
た
と
い
う
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
考
え
る
べ
き

で
は
な
か
ろ
う
か
。

五　

萬
葉
集
を
典
拠
と
す
る
人
丸
歌

『
萬
葉
集
』中
の
人
麻
呂
歌
八
十
九
首
の
う
ち
、『
夫
木
』に
作
者
名
を「
人
丸
」

と
記
し
、
所
収
さ
れ
る
歌
は
四
十
五
首
で
あ
る
。
そ
の
他
に
人
麻
呂
作
で
あ
る

が
、『
夫
木
』
で
は
作
者
名
が
「
人
丸
」
で
な
い
も
の
が
、
六
首
あ
る
。
こ
れ

ら
は
『
萬
葉
集
』
の
集
付
も
正
し
く
記
さ
れ
て
い
る
（『
夫
木
』
に
お
い
て　
『
萬

葉
集
』
の
集
付
は
概
ね
正
し
く
記
さ
れ
る
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
ぜ
作
者
名
が
正
し

く
記
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

【
例
五
】
二
・
１
７
０
〈
或
本
歌
一
首
〉（
二
十
七
・
１
２
８
４
２　

万
二　

読
人
不
知
）

し
ま
み
や
の
ま
な
の
池
な
る
は
な
ち
と
り　

人
め
に
こ
ひ
て
い
け
に
く
ゝ
ら
す 

（
宮
異
同
な
し　

永
欠
）

西
本
願
寺
本　

嶋シ
マ
ノ
ミ
ヤ宮　

勾マ
カ
リ
ノ
イ
ケ
ノ

乃
池
之　

放ハ
ナ
チ
ト
リ鳥　

人ヒ
ト
メ
ニ
コ
ヒ
テ

目
尓
戀
而　

池イ
ケ
ニ
ク
ヽ
ラ
ス

尓
不
潜

西
本
願
寺
本
と
比
べ
る
と
初
句
二
句
に
異
同
が
あ
る
。
他
の
萬
葉
集
古
写
本

と
比
べ
る
と
、
初
句
は
金
沢
本
・
類
聚
古
集
・
廣
瀬
本
、
紀
州
本
に
一
致
し
、

二
句
は
金
沢
本
・
紀
州
本
左
訓
・
廣
瀬
本
に
一
致
す
る
。
金
沢
本
と
は
結
句
に

異
同
が
あ
り
、
廣
瀬
本
と
は
全
句
一
致
す
る
。
二
句
は
次
点
本
系
諸
本
に
お
い

て
も
「「
勾
乃
池
之
」
を
「
ま
な
の
い
け
な
る
」「
と
ま
り
の
い
け
の
」「
マ
カ

リ
ノ
イ
ケ
ノ
」
と
三
種
の
訓
が
あ
り
、『
夫
木
』
と
同
訓
は
古
文
献
で
は
『
綺

カ
ツ
カ
ス
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語
抄
』・『
五
代
集
歌
枕
』・『
袖
中
抄
』
に
あ
る
。
当
該
歌
は
１
６
７
の
反
歌
と

さ
れ
て
い
る
が（

９
）

、『
夫
木
』
が
依
拠
し
た
萬
葉
集
古
写
本
が
次
点
本
系
で
あ
る

な
ら
、
１
６
７
に
訓
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
１
６
７
に
作
者
名
が
記
さ
れ

て
い
る
が
１
６
７
・
１
６
８
・
１
６
９
番
歌
の
三
首
が
間
に
あ
り
、
作
者
名
に

気
付
か
ず
「
読
人
不
知
」
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
作
者
名
の
不
備
か
ら

『
夫
木
』
が
依
拠
し
た
の
は
家
集
を
初
め
と
す
る
歌
集
・
歌
書
で
は
な
く
、
次

点
本
系
の
萬
葉
集
古
写
本
で
あ
っ
た
と
類
推
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

当
該
歌
以
外
の
五
首
を
み
る
と
「
２
０
１
・
２
５
６
・
２
６
２
」
に
１
７
０

番
歌
と
同
様
の
現
象
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
２
０
１
番
歌
は
１
９
９
番
歌
の
反
歌
、

２
５
６
番
歌
は
「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
羈
旅
歌
八
首
」
歌
群
の
末
尾
の
歌
、
２
６

２
番
歌
は
２
６
１
番
歌
の
反
歌
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
残
る
二
首
、２
３
５
・

４
２
８
番
歌
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
直
前
に
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

ど
う
考
え
た
ら
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

２
３
５
番
歌
は
『
夫
木
』
に
『
六
帖
』
と
明
記
さ
れ
「
お
ほ
き
み
は
神
に
し

ま
せ
は
あ
ま
く
も
の
み
か
つ
き
か
う
へ
に
い
ほ
り
す
ら
し
も
」
と
歌
も
一
致
す

る
。
故
に
『
六
帖
』
か
ら
の
採
取
で
あ
り
、『
六
帖
』
で
は
集
付
も
作
者
名
も

記
さ
れ
な
い
。
残
り
の
一
首
４
２
８
番
歌
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

４
２
８
番
歌
は
集
付
も
正
し
く
「
万
三
」
と
記
さ
れ
、『
萬
葉
集
』
の
他
に

依
拠
し
た
文
献
を
示
す
集
付
は
な
い
。

【
例
六
】
三
・
４
２
８
（
十
九
・
７
８
７
０　
同　

万
三　

同
（
読
人
不
知
））

か
く
ら
く
の
は
つ
せ
の
山
の
山
き
は
に　

い
さ
よ
ふ
く
も
は
い
も
に
か
も
あ
ら

ん西
本
願
寺
本
隠コ

モ
リ
ク
ノ

口
能　

泊ハ
ツ
セ
ノ
ヤ
マ
ノ

瀬
山
之　

山ヤ
マ
ノ
ハ
ニ

際
尓　

伊イ

サ

ヨ

フ

ク

モ

ハ

佐
夜
歴
雲
者　

妹イ
モ
ニ
カ
モ
ア
ラ
ム

鴨
有
牟

初
句
は
類
聚
古
集
・
古
葉
略
類
聚
抄
・
紀
州
本
・
細
井
本
二
・
廣
瀬
本
「
カ

ク
レ
ヌ
ノ
」、
京
大
本
左
代
赭
「
カ
ク
ラ
ク
ノ
」、
西
本
願
寺
本
「
コ
モ
リ
ク
ノ

（
コ
モ
リ
青
）」
の
三
種
が
あ
り
、『
夫
木
』
と
同
訓
は
京
大
本
左
代
赭
で
あ
る
。

二
句
も
「
は
つ
せ
」「
と
ま
せ
」
と
両
訓
あ
り
同
訓
は
、
古
葉
略
類
聚
抄
以
外

の
萬
葉
集
古
写
本
や
綺
語
抄
を
は
じ
め
と
す
る
古
文
献
も
同
様
で
あ
る
。
三
句

「
や
ま
き
は
に
」
は
類
聚
古
集
・
古
葉
略
類
聚
抄
・
紀
州
本
・
細
井
本
二
に
一

致
し
、
西
本
願
寺
本
で
は
「
ノ
ハ
」
は
「
モ
ト
青
」
で
初
句
と
同
様
仙
覚
改
訓

を
表
す
。 

結
句
は
萬
葉
集
古
写
本「
イ
モ
ニ
カ
モ
ア
ラ
ム
」に
一
致
す
る
。『
夫

木
』
と
歌
句
が
す
べ
て
一
致
す
る
萬
葉
古
写
本
・
歌
集
・
歌
書
は
な
い
が
、
仙

覚
校
訂
本
の
影
響
は
受
け
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
作
者
名
が
読
人

不
知
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
当
該
歌
は
萬
葉
集
古
写
本
以
外
の

歌
集
・
歌
書
に
依
拠
し
、
そ
れ
が
読
人
不
知
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ

以
上
は
不
明
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

『
夫
木
』
の
萬
葉
歌
は
、
次
点
本
系
萬
葉
集
古
写
本
に
依
拠
す
る
と
思
わ
れ
、

そ
れ
以
外
に
、
人
丸
集
を
初
め
と
す
る
私
家
集
、『
六
帖
』
を
嚆
矢
と
す
る
私

撰
集
な
ど
、
多
く
の
歌
集
に
依
拠
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

六　

新
点
歌
に
つ
い
て
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前
節
に
お
い
て
、『
夫
木
』
に
は
萬
葉
集
古
写
本
に
依
拠
し
た
と
推
定
さ
れ

る
萬
葉
歌
が
あ
り
、
そ
れ
は
仙
覚
校
訂
本
の
影
響
を
受
け
な
い
次
点
本
系
で
あ

ろ
う
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
仙
覚
校
訂
本
の
影
響
の
有
無
を
、
新
点
歌
や
改
訓
か

ら
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

『
夫
木
』
中
の
新
点
歌
は
、
巻
三
・
２
４
９
、
十
・
１
８
９
０
、
十
三
・
３

２
３
６
、
３
３
０
５
の
四
首
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
長
歌
の
二
首（

（1
（

を
除
く
二
首
は

仙
覚
校
訂
本
の
影
響
を
受
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
１
８
９
０
番
歌
に
つ
い
て

は
既
述
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
残
る
一
首
、
２
４
９
番
歌
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。

【
例
七
】
二
・
２
４
９
（
二
十
六
・
１
２
１
７
９　

万
三　

人
丸　

）　　

 

み
つ
の
崎
な
み
を
か
し
こ
み
こ
も
り
え
の
舟
こ
く
君
か
①
ゆ
く
か
の
し
ま
に

（
宮
異
同
な
し　

①
ゆ
く
か
た
の
し
ま
に
〈
永
〉）

西
本
願
寺
本
三ミ

ツ
ノ
サ
キ

津
埼　

浪ナ
ミ
ヲ
カ
シ
コ
ミ

矣
恐　

隠コ
モ
リ
エ
ノ

江
乃　

舟
フ
ネ
コ
ク
キ
ミ
カ
公　

宣ユ
ク
カ
ノ
シ
マ
ニ

奴
嶋
尓
（
大
矢
本
ユ
ク

ヤ
）　

廣
瀬
本
訓
な
し
（
本
文
左
に
別
筆
「
ミ
ツ
ノ
サ
キ
ナ
ミ
ヲ
カ
シ
コ
ミ
コ
モ
リ
エ
ノ
フ
ネ

コ
ク
キ
ミ
カ
ユ
ク
カ
ヌ
ジ
マ
ニ
」
あ
り
）　 

当
該
歌
は
新
点
歌
で
、
萬
葉
集
古
写
本
で
は
、
大
矢
本
に
結
句
「
ユ
ク
ヤ
」

と
あ
る
以
外
は
、
異
同
は
な
い
（
仮
名
遣
い
の
違
い
を
除
く
）。『
夫
木
』
も
永
に

結
句
「
ゆ
く
か
た
の
」
と
あ
る
以
外
の
異
同
は
な
い
。『
夫
木
』
に
お
い
て
は

原
撰
本
か
ら
こ
の
訓
で
あ
っ
た
と
お
ぼ
し
い
。
こ
の
よ
う
に
西
本
願
寺
本
以
下

の
仙
覚
訓
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
訓
を
鑑
み
て
、『
夫
木
』
は
仙

覚
訓
を
受
容
し
た
と
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
因
み
に
当
該
歌
は
『
夫
木
』

以
前
に
所
収
す
る
文
献
は
『
名
寄
』
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
も
原
撰
本
に
近
い
細

川
本
に
な
く
、
静
嘉
堂
本
・
宮
内
庁
本
に
存
す
る（

（1
（

。

『
夫
木
』
所
収
新
点
短
歌
は
１
８
９
０
番
歌
と
２
４
９
番
歌
の
二
首
で
あ
る
。

両
首
と
も
集
付
は
「
万
十
」「
万
三
」
と
正
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
作
者
名
は

２
４
９
番
歌
は
「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
羈
旅
歌
八
首
」
の
初
め
の
歌
で
あ
り
「
人

丸
」
と
記
さ
れ
る
。
１
８
９
０
番
歌
は
作
者
名
を
記
さ
な
い
巻
十
で
あ
る
が
、

１
８
９
６
番
歌
の
左
に
「
右
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
集
出
」
と
記
さ
れ
、
そ
れ
は

当
該
歌
か
ら
始
ま
る
七
首
の
歌
群
を
指
す
と
さ
れ
、
作
者
を
「
人
丸
」
と
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

二
首
と
も
無
訓
で
あ
っ
た
の
で
、
人
丸
集
に
所
収
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
直

接
『
萬
葉
集
』
か
ら
採
歌
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
い
か
な
る
写

本
で
あ
っ
た
の
か
。
新
点
訓
と
一
致
す
れ
ば
、
そ
れ
は
仙
覚
校
訂
本
系
に
依
拠

し
、
仙
覚
訓
を
受
容
し
て
い
る
と
判
断
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
１
８
９
０

番
歌
は
明
ら
か
に
仙
覚
訓
と
異
な
り
、
長
歌
の
考
察
に
お
い
て
も
『
夫
木
』
所

収
萬
葉
歌
は
仙
覚
訓
を
受
容
し
て
い
な
い
と
い
う
結
論
を
得
た
。
こ
の
２
４
９

番
歌
一
首
の
み
の
一
致
に
よ
っ
て
『
夫
木
』
が
編
纂
時
に
仙
覚
校
訂
本
の
影
響

を
受
け
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。
新
点
と
同
じ
訓
が
仙
覚
以
前
に
確
認
で
き
る

こ
と
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
新
谷
秀
夫
氏
の
指
摘
が
あ
る（

（1
（

。

こ
の
２
４
９
番
歌
は
、
仙
覚
校
訂
本
の
影
響
を
受
け
ず
に
仙
覚
訓
と
一
致
し

た
訓
を
付
し
た
の
か
、
或
い
は
『
夫
木
』
の
書
写
の
過
程
で
仙
覚
校
訂
本
系
の
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一
本
か
ら
加
え
た
と
考
え
る
の
が
適
切
で
あ
る
の
か
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
三

写
本
に
お
い
て
も
異
同
が
な
い
こ
と
か
ら
、
前
者
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
改
訓
を
検
討
し
、
仙
覚
訓
の
影
響
の
有
無
を
見
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

七　

改
訓
に
つ
い
て

『
夫
木
』
中
の
短
歌
の
改
訓
（『
校
本
萬
葉
集
』
に
「
青
・
モ
ト
青
・
モ
ト
青
カ
」

と
記
さ
れ
た
も
の
）
歌
は
四
十
一
首
四
十
七
句
で
あ
る
。
こ
の
内
改
訓
と
一
致

す
る
歌
句
は
四
首
四
句
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
か
ら
も
、『
夫
木
』
所
収
の
短
歌
が
、

改
訓
を
受
容
し
て
い
る
可
能
性
は
低
い
と
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
一

致
す
る
四
首
四
句
に
つ
い
て
、
改
訓
を
受
容
し
て
い
な
い
可
能
性
に
つ
い
て
考

察
す
る
。

【
例
八
】
一
・
４
０
（
二
十
五
・
１
１
６
０
６
（
伊
勢
国
に
み
ゆ
き
の
と
き
、

京
に
と
ま
り
て　

万
一　

同
（
人
丸
））

①
あ
み
の
浦
に
ふ
な
の
り
す
ら
ん
②
つ
ま
と
も
の　

た
ま
も
の
す
そ
に
し
ほ
み

つ
ら
ん
か　
（
②
乙
女
子
か
〈
宮
〉　

あ
ま
と
も
の
〈
永
〉）　 

西
本
願
寺
本
①
嗚ア

ミ

ノ

ウ

ラ

ニ

呼
見
乃
浦
尓　

舩フ
ナ
ノ
リ
ス
ラ
ム

乗
為
良
武　

②
𡢳オ

ト

メ

ラ

カ

嬬
等
之

　

珠タ

マ

モ

ノ

ス

ソ

ニ

裳
乃
須
十
二　

四シ

ホ

ミ

ツ

ラ

ム

カ

寶
三
都
良
武
香

廣
瀬
本
①
オ
ミ
ノ
ウ
ラ
フ
ナ
ノ
リ
ス
ラ
ム
②
ア
マ
ト
モ
ノ　

タ
マ
モ
ノ
ス
ソ
ニ

シ
ホ
ミ
ツ
ラ
ム
カ

『
夫
木
』
の
初
句
は
「
あ
み
の
浦
に
」
で
三
本
と
も
一
致
す
る
。
西
本
願
寺

本
が
「
ア
」
を
「
モ
ト
青
カ
」
と
し
、類
聚
古
集
「
ヲ
ミ
ノ
ウ
ラ
ニ
」
紀
州
本
「
オ

ヲ
ミ
ノ
ウ
ラ
ニ
」
冷
泉
本
「
オ
ミ
ノ
ウ
ラ
ニ
」
廣
瀬
本
「
オ
ミ
ノ
ウ
ラ
」
と
す

る
。
人
丸
集
で
は
Ⅳ
以
外
は
所
収
す
る
が
「
みお

み
のを
う
み
に
・
み
を
の
う
ら
に
・

お
み
の
う
ら
に
・
ア
ラミ

ノ
ウ
ラ
ニ
・
あ
み
の
う
ら
に
」
と
全
て
異
な
り
、
Ⅴ
類

本
の
み
が
一
致
す
る
。『
夫
木
』以
前
の
当
該
歌
を
所
収
す
る
古
文
献（
拾
遺
集
・

六
帖
・
五
代
集
歌
枕
・
名
寄
な
ど
）
に
は
「
ア
ミ
ノ
ウ
ラ
ニ
」
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
三
句
「
つ
ま
と
も
の
」
は
、
類
聚
古
集
・
紀
州
本
に
一
致
し
、

西
本
願
寺
本
は
「
オ
ト
メ
ラ
カ
」
で
あ
る
（『
夫
木
』
が
三
本
と
も
異
な
っ
て
い
る
の

は
書
写
の
過
程
で
改
め
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
か
）。
仙
覚
訓
を
受
容
し
た
と
す
る
と
三

句
も
一
致
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
一
致
す
る
『
夫
木
』
写

本
は
な
い
（『
夫
木
』
の
萬
葉
歌
の
仙
覚
改
訓
歌
句
は
、
こ
の
よ
う
に
一
首
の
中
で
改
訓
と

の
一
致
不
一
致
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た（

（1
（

）。
こ
う
い
っ
た
捩
れ
は
往
々
に
し

て
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
部
の
歌
句
の
み
仙
覚
校
訂
本
系
に
よ
り
改
め
た
と
考

え
る
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
仙
覚
訓
と
一
致
す
る
訓
を
持
つ
一
本
が
存
在
し
た

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
人
丸
集
は
Ⅴ
類
本
の
初
句
の
み
が
『
夫
木
』
と
一

致
し
た
の
で
あ
る
が
、
三
句
以
下
が
「
わ
き
も
こ
が
こ
ろ
も
の
す
そ
に
し
ほ
や

み
つ
ら
ん
」
と
あ
り
全
く
異
な
る
歌
句
で
あ
る
。
Ⅴ
類
本
の
成
立
と
も
関
わ
る

が
、
書
写
奥
書
に
従
え
ば
弘
安
四
年
（1281

）、
仙
覚
の
業
績
が
流
布
す
る
以

前
と
な
り
、
初
句
の
訓
が
仙
覚
以
前
に
存
在
し
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
も
の
と

な
る
。
ま
た
『
名
寄
』
に
お
い
て
も
細
川
本
に
「
本
集
云
持
統
幸
紀
伊
国
時
留

京
作
哥
云
々
家
集
云
詞
書
伊
勢
の
お
ほ
み
ゆ
き
に
京
に
て
よ
め
る
と
い
へ
り
」

ヲ
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と
い
う
左
注
が
あ
る
。「
本
集
」
と
は
『
萬
葉
集
』
を
指
し
、『
名
寄
』
は
『
萬

葉
集
』
と
家
集
す
な
わ
ち
人
丸
集
を
見
て
い
た
こ
と
を
表
す
。『
名
寄
』
に
あ

る
通
り
人
丸
集
Ⅱ
以
外
に
は
「
伊
勢
国
云
々
」
の
詞
書
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
人
丸
集
が
依
拠
し
た
『
萬
葉
集
』
に
「
伊
勢
国
」
と
あ
り
、『
夫
木
』

も
そ
の
系
統
の
『
萬
葉
集
』
に
依
拠
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
を
推
足
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
。

【
例
九
】
三
・
４
３
０　
（
二
十
四
・
１
０
９
９
６　

万
三　

柿
本
人
丸
）

八
雲
た
つ
い
つ
も
の
こ
ら
か
く
ろ
か
み
は　

よ
し
の
の
河
の
を
き
に
な
つ
さ
ふ

（
異
同
な
し
）

西
本
願
寺
本
八ヤ

ク
モ
タ
ツ

雲
刺
（
タ
ツ
青
）　

出イ
ツ
モ
ノ
コ
ラ
カ

雲
子
等　

黒ク
ロ
カ
ミ
ハ

髪
者　

吉ヨ
シ
ノ
ゝ
カ
ハ
ノ

野
川　

奥オ
キ
ニ
ナ
ツ
サ
フ

名
豆
颯

廣
瀬
本
欠

初
句
の
「
た
つ
」
が
西
本
願
寺
本
で
青
訓
で
あ
る
。
類
聚
古
集
・
古
葉
略
類
聚

抄
・
紀
州
本
な
ど
の
次
点
訓
は
「
さ
す
」
で
あ
り
、他
の
歌
句
も
異
同
は
な
い
（
当

該
歌
は
初
句
以
外
は
古
写
本
間
の
異
同
は
な
い
）。
当
該
歌
は
人
丸
集
Ⅲ
の
み
に
所
収

さ
れ
そ
こ
で
は
「
た
つ
」
と
あ
る
が
、
集
付
「
家
集
」
が
な
く
、
萬
葉
集
古
写

本
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
人
丸
集
Ⅲ
に「
た
つ
」と
あ
る
こ
と
は
、平
安
期
に
は「
た

つ
」
と
い
う
訓
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
な
お
綺
語
抄
・
袋
草
紙
・
和

歌
一
字
抄
・
五
代
集
歌
枕
な
ど
の
古
文
献
も
「
や
く
も
さ
す
」
で
あ
る
が
、『
名

寄
』
に
は
「
八
雲
た
つ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
原
撰
本
に
近
い
細
川
本
に
は
な
く

高
松
宮
本
・
宮
内
庁
本
に
見
え
る
歌
で
あ
り
、
書
写
の
過
程
で
増
補
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
る
が
、
高
松
宮
本
は
細
川
本
と
極
め
て
近
い
写
本
で
あ
る
。

【
例
十
】
十
・
２
２
３
８
（
１
２
・
４
８
７
８　

万
十　

人
丸
）

あ
ま
と
ふ
や
か
り
の
つ
は
さ
の
お
ほ
ひ
は
を　

い
つ
こ
も
り
て
か
霜
の
ふ
り
け

ん西
本
願
寺
本
天ア

マ
ト
フ
ヤ

飛
也　

鴈カ
リ
ノ
ツ
ハ
サ
ノ

之
翅
乃　

覆オ
ホ
ヒ
ハ
ノ

羽
之　

何イ
ツ
コ
モ
リ
テ
カ

処
漏
香　

霜シ
モ
ノ
フ
リ
ケ
ム

之
零
異
牟
（「
ケ

ム
」
モ
ト
青
）

廣
瀬
本
欠

　

結
句
「
ケ
ム
」
が
改
訓
と
思
わ
れ
る
が（

（1
（

、こ
れ
は
元
暦
校
本
に
「
ふ
り
け
む
」

と
あ
る
の
で
、
次
点
訓
に
既
に
訓
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

【
例
十
一
】
十
一
・
２
４
４
５
（
２
３
・
１
０
３
６
６　

万
十
一　

人
丸
）

近
江
の
海
し
つ
く
白
玉
し
ら
す
し
て　

恋
せ
し
よ
り
は
い
ま
そ
ま
さ
れ
る

西
本
願
寺
淡ア

フ
ミ
ノ
ウ
ミ

海
海　

沈シ
ツ
ク
シ
ラ
タ
マ

白
玉
（「
ク
」
青
）
不シ

ラ
ス
シ
テ知　

従コ
ヒ
セ
シ
ヨ
リ
ハ

恋
者　

今
イ
マ
ソ
マ
サ
レ
ル益

廣
瀬
本
ア
フ
ミ
ノ
ウ
ミ
シ
ツ
ム
シ
ラ
タ
マ
シ
ラ
ス
シ
テ　

コ
ヒ
セ
シ
ヨ
リ
ハ
イ

マ
ソ
マ
サ
レ
ル

『
萬
葉
集
』
中
に
本
文
『
沈
白
玉
』
は
二
例
あ
る
。
七
・
１
３
１
７
番
歌
は

西
本
願
寺
本
に
「
シ
ツ
ク
（「
ク
」
モ
ト
青
カ
）」
と
あ
り
、仙
覚
の
改
訓
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
が
、
七
・
１
３
２
０
番
歌
は
西
本
願
寺
本
で
「
シ
ツ

ク
」
と
訓
む
が
青
訓
で
は
な
い
。
こ
の
歌
は
『
歌
経
標
式
』
に
「
旨
都
倶
旨
羅

他
麻（

（1
（

」
と
あ
り
、
奥
義
抄
に
も
「
し
つ
く
」
と
あ
る
。
２
４
４
５
番
歌
に
お
い

て
も
仙
覚
以
前
に
「
し
つ
く
」
と
い
う
訓
が
存
在
し
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

人
丸
歌
と
改
訓
が
一
致
す
る
歌
は
四
首
四
句
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
子
細
に

み
る
と
改
訓
と
一
致
す
る
歌
句
が
あ
っ
て
も
他
の
歌
句
が
西
本
願
寺
本
と
一
致

シ
ツ
ム
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し
な
い
、
捻
れ
現
象
の
歌
、
す
で
に
次
点
本
系
の
写
本
や
平
安
期
成
立
の
歌
集

に
見
え
る
訓
で
あ
る
も
の
（
平
安
期
成
立
で
あ
っ
て
も
、
書
写
の
過
程
で
校
正
の
影
響

を
受
け
る
可
能
性
が
あ
り
、
判
断
に
は
慎
重
を
要
す
る
が
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
除
く

と
改
訓
と
一
致
す
る
も
の
は
一
首
一
句
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
夫
木
』
の
改
訓
四

十
一
首
四
十
七
句
か
ら
み
れ
ば
僅
か
で
あ
り
、
こ
の
わ
ず
か
な
例
を
も
っ
て
仙

覚
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
断
じ
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

仙
覚
以
外
の
人
の
付
し
た
訓
が
、
仙
覚
訓
と
偶
然
に
一
致
し
た
（
仙
覚
以
前
以

後
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
）
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。『
夫
木
』
の
萬

葉
歌
は
仙
覚
を
受
容
し
て
い
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

長
歌
の
考
察
で
も
述
べ
た
が（

（1
（

、『
夫
木
』
に
は
独
自
の
訓
が
存
在
し
た
。
短

歌
に
も
独
自
訓
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
数
は
長
歌
に
比
し
て
少
な
い
。
そ
れ
は

古
次
点
の
段
階
で
殆
ど
の
短
歌
に
訓
が
付
さ
れ
て
い
た
の
で
無
訓
が
少
な
く
、

独
自
に
訓
を
付
す
歌
が
少
な
か
っ
た
故
か
と
思
わ
れ
る
。

長
歌
に
比
し
て
独
自
性
の
少
な
い
短
歌
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
挙
げ
た
歌
の

中
で
も
『
夫
木
』
独
自
の
訓
は
存
在
し
た
。【
例
四
】
に
挙
げ
た
２
１
１
１
番

歌
の
四
句「
な
こ
の
あ
き
は
き
」の「
な
こ
の
」は『
夫
木
』独
自
の
訓
で
あ
っ
た
。

『
萬
葉
集
』
は
人
丸
集
の
当
該
歌
の
前
後
を
見
て
も
、
誤
写
を
誘
引
す
る
歌
句

を
持
つ
歌
は
な
い
。『
夫
木
』
三
写
本
及
び
刊
本
も
異
同
は
な
く
、
成
立
時
か

ら
と
考
え
ら
れ
る
。

二
〇
〇
三
番
歌
の
二
句
「
丹
穂
面
」
を
「
に
ほ
へ
る
お
も
に
」（
に
ほ
へ
る

お
も
〈
宮
・
永
〉〉
と
訓
む
。
こ
れ
は
元
暦
校
本
・
紀
州
本
「
に
ほ
へ
る
い
も
は
」

類
聚
古
集
「
に
ほ
く
る
い
も
は
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
が
（
西
本
願
寺
本
「
ニ
ノ

ホ
ノ
オ
モ
ハ
〈
傍
線
部
青
〉」）、「
い
も
」
よ
り
は
「
お
も
」
が
本
文
に
即
し
た

訓
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
夫
木
』
の
訓
は
他
の
歌
集
・
歌
書
に
見
え

な
い
が
、
非
仙
覚
本
系
「
に
ほ
へ
る
い
も
は
」
か
ら
仙
覚
校
訂
本
系
「
ニ
ノ
ホ

ノ
オ
モ
ハ
」
へ
の
過
渡
期
的
な
訓
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

他
に
、『
夫
木
』
以
前
に
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
萬
葉
歌
も
か
な
り
多
く
を

数
え
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
に
も
『
夫
木
』
独
自
の
訓
の
存
在
が
窺
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。

八　

終
わ
り
に

『
夫
木
』
所
収
短
歌
の
、作
者
名
を
人
丸
と
す
る
歌
を
中
心
に
討
究
し
て
き
た
。

一
千
首
を
超
え
る
短
歌
の
ご
く
一
部
で
あ
る
が
、『
夫
木
』
所
収
萬
葉
集
短
歌

の
概
要
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

①
『
夫
木
』
写
本
と
刊
本
に
は
長
歌
と
同
様
乖
離
が
あ
り
、
刊
本
は
仙
覚
校

訂
本
に
よ
り
修
正
さ
れ
て
い
る
。

②
集
付
に
「
家
集
」
と
あ
る
歌
に
は
、
刊
本
に
お
い
て
修
正
が
殆
ど
加
え
ら

れ
ず
、『
萬
葉
集
』
と
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

③
『
夫
木
』
が
依
拠
し
た
人
丸
集
は
国
名
隠
題
歌
を
含
む
、
二
類
本
系
の
伝

存
し
な
い
一
本
で
あ
る
。

④
『
夫
木
』
が
依
拠
し
た
『
萬
葉
集
』
は
非
仙
覚
本
系
の
現
存
し
な
い
、
か
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な
り
特
異
な
訓
を
持
つ
一
本
で
あ
る
。

⑤
新
点
・
改
訓
の
影
響
は
受
け
て
い
な
い
。
ご
く
一
部
に
新
点
・
改
訓
と
一

致
す
る
訓
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
仙
覚
と
関
わ
り
な
く
付
せ
ら
れ
た
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。

『
夫
木
』
の
依
拠
し
た
『
萬
葉
集
』
は
現
存
し
な
い
非
仙
覚
本
系
の
一
本
で

あ
り
、
非
仙
覚
本
系
と
仙
覚
校
訂
本
系
の
過
渡
期
の
空
白
を
埋
め
る
べ
き
存
在

で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

仙
覚
の
業
績
が
都
に
浸
透
し
て
い
く
ま
で
の
間
、
座
視
し
て
い
た
の
で
は

な
く
、『
萬
葉
集
』
の
訓
点
に
心
血
を
注
い
だ
人
物
が
、
都
周
辺
に
も
い
た
こ

と
は
認
め
て
よ
い
が
、
そ
の
業
績
は
現
在
『
萬
葉
集
』
の
写
本
と
し
て
は
伝
え

ら
れ
て
い
な
い
。『
名
寄
』
の
考
察
で
も
述
べ
た
が（

（1
（

、
大
量
の
萬
葉
歌
を
所
収

す
る
中
世
の
私
撰
集
に
は
、
伝
存
さ
れ
ず
に
消
失
し
た
、
非
仙
覚
本
系
の
訓
が
、

多
く
保
存
さ
れ
、
非
仙
覚
本
系
写
本
が
多
く
失
わ
れ
た
現
在
、
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。
所
収
萬
葉
歌
が
大
量
で
あ
る
故
に
、
そ
の
解
明
は
な
か
な
か
進
ま
な
い

が
、
少
し
ず
つ
そ
の
様
相
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
期
待
し
て
擱
筆

す
る
。

注
（
１
）「『
夫
木
和
歌
抄
』
所
収
萬
葉
歌
に
つ
い
て
―
長
歌
訓
の
特
質
と
価
値
―
」 『
上

代
文
学
』
一
二
一
号　

二
〇
一
八

（
2
）古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

二
〇
一
四　

以
下
歌
集
歌
書
に
つ
い
て
は
同
書
に
拠
る
。

（
3
）『
新
編
国
歌
大
観
』
は
静
嘉
堂
本
を
底
本
と
す
る
が
、
永
青
文
庫
本
、
書
陵
部

本
、
寛
文
五
年
版
本
に
よ
る
校
訂
を
加
え
た
本
文
で
あ
る
。
本
稿
で
は
写
本

の
特
性
を
も
考
察
す
る
た
め
に
、
各
写
本
の
本
文
を
用
い
た
。
静
嘉
堂
本
―

山
田
清
市
・
小
鹿
野
茂
次
『
作
者
分
類　

夫
木
和
歌
抄　

本
文
篇
』（
風
間
書

房　

一
九
六
七
）
に
基
づ
き
、原
本
を
調
査
。
書
陵
部
本
―
圖
書
寮
叢
刊
『
夫

木
和
歌
抄
』
一
～
五　

索
引
上
下　
（
宮
内
庁
書
陵
部　

一
九
八
四
～
一
九
九

三
年
）
に
基
づ
き
、
原
本
を
調
査
。
永
青
文
庫
本
―
細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊

５
『
夫
木
和
歌
抄
』
上
下　

別
冊
初
二
句
索
引　
（
汲
古
書
院
一
九
八
三
～
一

九
八
五
）。　

刊
本
―
寛
文
五
年
版　
『
校
本
萬
葉
集　

新
増
補
』
十
一
～
十

六　

第
二
刷
（
岩
波
書
店
一
九
九
五
～
一
九
九
五
）
に
基
づ
き
、
大
阪
府
立

図
書
館
蔵
本
を
調
査
。
以
下
静
嘉
堂
本
―
静
、
書
陵
部
本
―
書
、
永
青
文
庫

本
―
永　

寛
永
五
年
版
本
―
刊
本
・
刊
の
略
号
を
用
い
る
。

（
4
）
池
原
陽
斉
「
赤
人
集
に
よ
る
萬
葉
集
本
文
校
訂
の
可
能
性
」『
萬
葉
集
訓
読
の

資
料
と
方
法
』
第
二
部
第
一
章　
（
笠
間
書
院　

二
〇
一
六
）　

池
原
氏
は
同

書
の
中
で
、
廣
瀬
本
の
訓
は
「
朱
で
傍
記
さ
れ
別
筆
」
で
あ
り
、「
後
補
訓
で

あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
」
と
す
る
。

（
5
）『
名
寄
』
も
万
治
二
年
刊
本
に
お
い
て
仙
覚
本
系
に
よ
る
修
正
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
以
下
の
拙
稿
に
お
い
て
述
べ
た
。「
中
世
名
所
歌
集
に
み
る
『
萬

葉
集
』
長
歌
の
享
受
と
特
質
―
細
川
本
『
歌
枕
名
寄
』
を
中
心
と
し
て
」（『
上

代
文
学
』
一
一
七
号　

二
〇
一
六
）　
「『
歌
枕
名
寄
』
所
収
萬
葉
集
仮
名
表
記

長
歌
に
つ
い
て
―
非
仙
覚
本
と
仙
覚
本
の
間
を
つ
な
ぐ
も
の
」（『
万
葉
集
伝

本
の
書
写
形
態
の
総
合
的
研
究　

論
文
編
』
人
間
文
化
研
究
機
関
国
文
学
研

究
資
料
館　

共
同
研
究
（
特
定
研
究
報
告
書　

二
〇
一
七
）

（
6
）『
古
歌
抄
』
鎌
倉
～
室
町
期
の
冷
泉
家
流
古
今
集
注
釈
書
。『
一
葉
抄
』
室
町

時
代
後
期
歌
学
書
。
三
条
西
実
隆
編
。『
萬
葉
集
』
短
歌
四
一
二
六
首
を
所
収
。

（
7
）
赤
人
集
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
と
も
「
あ
ま
の
か
は
う
ち
は
し
わ
た
す
い
も
か
い
へ
と
ゝ

ま
ら
す
か
よ
へ
と
き
ま
た
す
と
も
」（『
私
家
集
大
成
』
Ｃ
Ｄ
-
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
（
古

典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

エ
ム
ワ
イ
企
画　

二
〇
〇
八
）
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（
8
）
秘
蔵
抄
―
異
名
和
歌
集
。
編
者
未
詳
。
永
享
十
年
（1438

）
ま
で
に
成
立
か
。

蔵
玉
集
―
異
名
和
歌
集
。
編
者
未
詳
。
十
四
世
紀
以
後
、
或
い
は
室
町
時
代

初
期
に
成
立
か
。

（
9
）
類
聚
古
集
に
は
１
７
０
の
題
詞
「
或
本
歌
一
首
」
の
し
た
に
「
反
哥　

日
並

皇
子
尊
参
宮
時　

人
麿
」
と
あ
り
、
類
聚
古
集
の
編
者
は
「
反
歌
、
作
者
人

麻
呂
」
と
理
解
し
て
い
た
。

（
10
）
注
（
1
）
既
掲
拙
稿
参
照
。　

（
11
）
細
川
本
は
省
略
の
多
い
写
本
で
あ
る
の
で
、
省
略
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

静
嘉
堂
本
及
び
宮
内
庁
本
以
下
の
流
布
本
も
本
文
表
記
（
傍
訓
あ
り
）
で
所

収
す
る
。
訓
は
静
嘉
堂
本
「
ユ
リ
カ
タ
ノ
」
宮
内
庁
本
「
ユ
ク
カ
タ
ノ
」

（
12
） 「
平
安
・
鎌
倉
の
『
萬
葉
集
』
―
享
受
・
伝
来
と
い
う
視
点
か
ら
の
素
描
―
」『
國

文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
學
燈
社　

二
〇
〇
四
・
七
月
号

（
13
）
注
（
1
）
既
掲
拙
稿
参
照
。

（
14
）
林
勉
監
修
『
西
本
願
寺
本
萬
葉
集
（
普
及
版
）』（
お
う
ふ
う　

一
九
九
四
）

に
よ
れ
ば
「
ケ
ム
」
に
〈
茶
・
別
青
〉
と
あ
る
。　

（
15
）
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
平
沢
竜
介
・
矢
嶋
泉
『
歌
経
標
式　

影
印
と
註
釈
』（
お

う
ふ
う　

二
〇
〇
八
）。
引
用
は
「
真
本　

東
京
国
立
博
物
館
本
」
に
よ
る
。

（
16
）
注
（
1
）
既
掲
拙
稿
参
照
。

（
17
）
渋
谷
虎
雄
『
古
文
献
所
収
万
葉
和
歌
集
成
』（
平
安
・
鎌
倉
期
、南
北
朝
期
）（
桜

楓
社　

一
九
八
二
、
一
九
八
三
）
の
調
査
に
拠
る
。

（
18
）
注
（
５
）
既
掲
拙
稿
参
照
。

〈
付
記
〉
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
閲
覧
を
御
許
可
下
さ
い
ま
し
た
、
宮
内
庁
書

陵
部
、
静
嘉
堂
文
庫
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
本
稿
は
万
葉
文
化

館
委
託
共
同
研
究
「
万
葉
集
を
訓
ん
だ
人
々
・
人
々
の
読
ん
だ
万
葉
集
」
研

究
会
に
お
け
る
発
表
を
骨
子
と
す
る
。
席
上
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
諸
先
生

方
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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表Ａ　 人丸集の有無 ( ◯は当該歌を所収　空欄は所収せず ) を表す。

人丸集 人丸集Ⅰ 人丸集Ⅱ 人丸集Ⅲ 人丸集Ⅳ 人丸集Ⅴ

1 10 2056 ○ ○ ○

2 10 2086 ○ ○ ○ ○

3 10 2111 ○ ○ ○

4 10 2165 ○

5 10 2193 ○ ○ ○ ○

6 10 2262 ○ ○ ○

7 11 2418 ○

8 11 2626 ○

9 11 2630 ○

10 11 2744 ○ ○

11 12 2969 ○ ○ ○ ○

12 12 3003

（萬葉集巻次・歌番号）

表Ｂ 人丸集にあり、萬葉集にない歌の有無 ( ◯は当該歌を所収。空欄
は所収せず）を表す。
人丸集 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

1 4 1375 ○ ○ ○

2 7 2570 ○

3 13 5346 ○ ○ ○

4 20 8382 ○ ○ ○

5 20 8342 ○ ○

6 20 8797 ○ ○ ○

7 20 8959 ○

8 21 9287 ○ ○ ○

9 23 10343 ○ ○ ○ ○

10 25 11717 ○ ○ ○

11 28 13443

12 30 14282 ○ ○ ○ ○ ○

13 31 14635 ○ ○

14 31 14816 ○ ○ ○

15 32 15352 ○ ○ ○

16 33 15586 ○
( 夫木抄巻次・歌番号 )




